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３
月
３
日
か
ら
、
平
成
29
年
第
１
回

那
珂
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
海

野
市
長
が
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。
以
下
、
施
政
方
針
の

内
容
（
抜
粋
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平
成
29
年
度

１
　
　

市
民
と
の
協
働
の

　
　

ま
ち
づ
く
り

◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

市
民
と
の
協
働
体
制
の
確
立
に
向
け
、

引
き
続
き
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
自

治
会
お
よ
び
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
進
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
を
通
し
て
、
学
習
機
会
の
提
供
や
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
元
気
に
な
る
活
動
を
心
か

ら
応
援
し
て
く
れ
る
市
民
や
市
外
の
人
で

組
織
す
る
「
い
ぃ
那
珂
暮
ら
し
応
援
団
」

を
結
成
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
知
名
度

ア
ッ
プ
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

◆長崎原爆写真パネル展

◆
広
報
事
業

　

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
、
わ
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に

努
め
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
や
情

報
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
し
て
、
積
極
的
・
効
果
的
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
魅
力
で
あ
る
「
住
み
よ

さ
」
を
市
内
外
に
広
め
る
た
め
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
に
基
づ
き
、
今
後

の
取
り
組
む
内
容
を
示
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
行
動
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
に
お
い
て
掲
げ
た
各
種
施
策
に
全
庁

的
に
取
り
組
み
、
市
の
知
名
度
の
向
上
や

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
さ
ら
に
は
定

住
人
口
や
移
住
人
口
の
確
保
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

◆
広
聴
事
業

　

開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
、
市

民
相
談
室
の
窓
口
を
は
じ
め
「
市
民
ボ
ッ

ク
ス
」
や
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
よ
り
、

引
き
続
き
広
く
市
民
の
意
見
・
要
望
の
聴

取
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
の
計
画
な
ど

の
立
案
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
「
市
長
と

話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
継
続
し
て

実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
や
意

見
交
換
を
通
し
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
市
政
運
営
に
反
映
し
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
後
期
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
女
性
活
動
団
体
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
本
年
度
で
後
期
実
施
計
画
期

間
が
終
了
す
る
た
め
、
次
期
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
人
権
尊
重
の
啓
発

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
啓
発
・
教
育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
和
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
学
び
考
え
る
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
原
爆
や
戦
争
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
は
、
特

市 

長 

施 

政 

方 

針

２
　
　

�

安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い

　
　

ま
ち
づ
く
り

◆
防
災
対
策

　

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
自

治
会
に
対
し
て
は
、
定
期
的
な
防
災
訓
練

の
実
施
を
呼
び
か
け
、
組
織
の
運
営
強
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
組
織
お
よ
び
地
域

の
防
災
力
向
上
の
担
い
手
と
し
て
、
防
災

士
育
成
を
図
る
た
め
新
た
に
補
助
を
実
施

し
ま
す
。未
結
成
の
自
治
会
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
結
成
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
食
糧

や
飲
料
水
な
ど
非
常
用
食
糧
の
備
蓄
を
進

め
る
と
と
も
に
情
報
伝
達
手
段
の
適
切
な

管
理
を
図
る
な
ど
、
災
害
時
に
お
け
る
市

民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
防

災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
主
防
災
組

織
を
中
心
と
し
た
住
民
参
加
型
の
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◆
原
子
力
の
防
災
対
策

　

地
域
防
災
計
画（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

に
基
づ
き
、
防
災
体
制
の
整
備
･
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
広
域
避
難
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
東
海
第
二

発
電
所
の
再
稼
働
を
含
め
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
や
国
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
、
県
お
よ
び
近
隣
市
町
村
と
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
議
会
お
よ
び
市
民

の
意
見
を
尊
重
し
対
応
し
ま
す
。

に
若
い
世
代
に

語
り
継
ぐ
こ
と

が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
学
校
を

通
し
て
児
童
生

徒
に
周
知
し
ま

す
。
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◆
木
造
住
宅
の
耐
震
化

　

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
着
工
の
木
造
住

宅
）
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震

改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を
行

い
、
耐
震
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

◆
消
防
行
政

　

複
雑
多
様
化
す
る
各
種
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
消
防
本
部
に
お
い
て
電
気
設
備

お
よ
び
出
動
サ
イ
レ
ン
警
音
器
の
改
修
工

事
を
行
い
、
消
防
防
災
拠
点
で
あ
る
消
防

施
設
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
◆
救
急
業
務

　

救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
東
消
防

署
の
高
規
格
救
急
車
を
更
新
整
備
し
、
救

命
率
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
救
急
救
命
講

習
会
な
ど
の
開
催
を
推
進
し
応
急
手
当
の

普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
や
査
察

指
導
に
お
い
て
、
特
定
防
火
対
象
物
に
お

け
る
消
防
用
設

備
な
ど
の
設
置
、

消
防
訓
練
の
実

施
や
避
難
経
路

の
維
持
管
理
な

ど
、
指
導
の
強

化
お
よ
び
防
火

管
理
者
の
育
成

指
導
を
行
い
ま

す
。

◆
消
防
団

　

装
備
品
を
整
備
し
、
消
防
団
員
の
安
全

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
迅
速
な
消
防
活

動
が
で
き
る
よ
う
消
防
力
の
充
実
強
化
を

図
り
ま
す
。

◆
防
犯
対
策

　

防
犯
灯
設
置
の
補
助
や
空
き
家
条
例
を

制
定
し
適
正
管
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
警
察

や
防
犯
協
会
な
ど
と
連
携
し
た
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
充
実
を
図
り
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
防
犯
活
動
を
進
め
ま
す
。

◆
空
き
家
対
策

　

所
有
者
に
対
し
、
適
切
に
維
持
管
理
す

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
売
却
や
賃
貸
を
希
望

す
る
所
有
者
か
ら
の
申
込
み
に
よ
り
、
空

き
家
情
報
を
登
録
す
る
と
と
も
に
、
利
用

希
望
者
に
空
き
家
の
情
報
を
提
供
す
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
始
し
、
定
住
の

促
進
に
活
用
し
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政

　

近
年
、
情
報
化
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
も
悪
質
か
つ
巧

妙
化
し
て
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
消
費

者
問
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き

続
き
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

◆救命救急講習会

談
・
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出
前
講
座
な
ど
に
よ

り
消
費
者
の
意
識
啓
発
に
努
め
、
被
害
の

未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策

　

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

季
節
ご
と
に
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開

し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
事
故
、
自
転
車

事
故
な
ど
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
運
転
や
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
な
ど
の
広
報
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
に
重
点
を
お
い
た

交
通
安
全
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

◆
環
境
行
政

　

第
２
次
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
自
然

と
調
和
し
た
豊
か
な
環
境
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図

る
た
め
、
出
前
講
座
の
開
催
や
広
報
な
ど

を
通
じ
た
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
◆
市
道
整
備

　

生
活
道
路
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
と

安
全
な
交
通
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、

緊
急
性
と
必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
地
域

の
要
望
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
継
続
的
に

道
路
の
新
設
や
改
良
、
維
持
補
修
を
実
施

し
、
舗
装
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理

　

で
き
る
限
り
長
く
利
用
す
る
と
い
っ
た

予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
へ
と
転
換
す
る

た
め
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
最
適
な
維
持
修
繕
を
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。

◆
排
水
路
整
備
事
業

　

両
宮
排
水
路
の
全
体
整
備
計
画
区
間
の

約
90
％
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
中
間
部
に
つ
き
ま

し
て
も
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
を
実

施
し
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
冠
水
被
害
の
防

止
に
努
め
ま
す
。

◆
都
市
計
画
道
路

　

菅
谷
・
市
毛
線
（
第
３
期
、
延
長
＝

１
４
０
０
ｍ
）
お
よ
び
上
宿
・
大
木
内
線

（
延
長
＝
４
４
０
ｍ
）
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
計
画
的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
日
常
生
活

に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
市
民
の
交
通
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、
ひ
ま
わ
り
タ
ク

シ
ー
や
ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
運
行
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
常
陸
鴻

巣
駅
に
駐
輪
場
を
整
備
し
、
利
用
環
境
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
県
・
近
隣
市
町

村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
努
め
ま
す
。
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◆
地
籍
調
査
事
業

　

南
酒
出
（
Ⅲ
）
地
区
の
成
果
の
閲
覧
と

認
証
の
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
南
酒
出

（
Ⅳ
）
お
よ
び
額
田
北
郷
（
Ⅰ
）
地
区
の

道
路
、
水
路
な
ど
の
長
ち
ょ
う
き
ょ
う
ぶ
つ

狭
物
・
一
筆
地
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

◆
市
街
地
の
整
備

　

下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
お
け

る
街
区
道
路
な
ど
の
整
備
を
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
協
議
の
上
、
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
末
の

竣
工
に
向
け
た
換
地
関
係
業
務
を
実
施
し

ま
す
。

◆
上
水
道
事
業

　

安
全
で
よ
り
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
既
存
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
配
水
管
網
整
備
計

画
に
基
づ
き
安
全
で
効
率
的
な
水
の
供
給

が
で
き
る
よ
う
に
配
水
管
の
整
備
お
よ
び

老
朽
管
の
更
新
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

木
崎
浄
水
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
Ⅰ
期
更
新
事
業
に
着
手
し
、
平

成
29
年
度
は
、
ろ
過
池
新
設
工
事
、
電
気

計
装
設
備
工
事
お
よ
び
木
崎
浄
水
場
系
送

水
管
布
設
工
事
を
行
い
、
平
成
34
年
度
の

完
成
に
向
け
て
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
事
業

　

第
１
次
整
備
優
先
地
区
の
Ⅰ
期
地
区
で

あ
る
額
田
、
後
台
地
区
お
よ
び
Ⅱ
期
地
区

の
後
台
、
戸
多
、
中
里
地
区
の
汚
水
管
布

設
工
事
を
進
め
ま
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

　

酒
出
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
お
よ
び

処
理
場
建
設
を
進
め
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

　

下
水
道
の
認
可
区
域
以
外
の
区
域
に
お

い
て
、
引
き
続
き
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
結
婚
・
少
子
化
対
策

　

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
◆
母
子
保
健

　

乳
児
全
戸
訪
問
や
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児

の
健
康
相
談
・
健
康
診
査
に
よ
り
育
児
不

安
の
解
消
に
努
め
る
ほ
か
、
定
期
予
防
接

種
の
勧
奨
、
任
意
予
防
接
種
の
助
成
に
よ

り
感
染
症
の
ま
ん
延
と
重
と
く
化
を
防
止

す
る
な
ど
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で

き
る
体
制
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、不
妊
治
療
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、

県
補
助
金
へ
の
上
乗
せ
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
男
性
不
妊
治
療
も
助
成
対
象
と
し

て
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も

を
産
み
た
い
か
た
が
産
め
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
放
課
後
学
童
保
育
事
業
の
受
け
入
れ

学
年
の
引
き
上
げ
と
定
員
の
拡
充
を
図

り
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で
支

援
し
て
い
く
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
や

民
間
保
育
所
な
ど
で
の
子
育
て
支
援
事
業

の
充
実
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
促
進
と
と
も
に
地
域
と
の
交

流
事
業
を
進
め
ま
す
。

年
度
新
た
に
開
始
す
る
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
な
ら
び
に
平

成
30
年
４
月
の
開
始
に
向
け
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
認
知
症
対
策
事

業
お
よ
び
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
平
成
30
年
度
か
ら
３

年
の
計
画
期
間
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
の
策
定
年
度
に
当
た
る
た

め
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
尊
厳
の
保
持

を
基
本
に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事

業
の
効
果
的
な
実
施
、
介
護
保
険
事
業
の

円
滑
な
運
営
、
高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

な
ど
、
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
・
介
護
施

策
に
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、
次
期
計

画
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
３
圏
域
に
あ
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　

障
が
い
者
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
の
誰
も
が
か

け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

自
立
と
自
己
決
定
に
よ
り
社
会
に
参
加
・

参
画
し
な
が
ら
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
支
援
を
必
要
と
す
る

か
た
に
対
し
、
適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
�　

健
や
か
で
生
き
が
い
を

　
　

も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
地
域
福
祉

　

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
要
支
援
者

の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
お

互
い
を
認
め
支
え
合
う
地
域
社
会
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

◆
生
活
保
護

　

生
活
保
護
法
に
基
づ
き
保
護
費
の
適
正

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
受
給
者
の
自
立

を
促
す
た
め
就
労
支
援
な
ど
に
努
め
る
と

と
も
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支
援

策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
本

３

4



　

子
ど
も
の
発
達
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え

る
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
ど
も
発

達
相
談
セ
ン
タ
ー
「
す
ま
い
る
」
の
相
談
・

支
援
事
業
を
充
実
す
る
と
も
に
、
関
係
す

る
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
や
ひ
と
り
親
家
庭

の
相
談
体
制
の
充
実
と
自
立
支
援
の
た

め
、
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
引
き
続
き
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆�子育て支援センターつぼみ
「子育てフェスタ」

◆�

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険

　

事
業
の
健
全
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険

制
度
改
革
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
、
特
定
健
診
お
よ
び
高
齢

者
健
診
の
受
診
促
進
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の

助
成
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
残
薬

解
消
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
お
薬
エ

コ
バ
ッ
グ
を
配
布
す
る
な
ど
、
医
療
費
の

適
正
化
に
努
め
ま
す
。

◆
成
人
保
健

　

健
康
寿
命
の
延
伸
や
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差
を
短
縮
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

疾
病
の
早
期
発
見
の
た
め
定
期
健
診
・
が

ん
検
診
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
き
め

細
か
な
保
健
指
導
を
実
施
し
て
生
活
習
慣

の
改
善
に
取
り
組
む
な
ど
、
健
康
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。　

　

ま
た
、
水
戸
市
を
中
心
と
す
る
茨
城
県

央
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
基
づ

き
、
初
期
救
急
医
療
の
充
実
や
医
師
お
よ

び
看
護
師
な
ど
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

◆�乳がんについての啓発

４
　

�　

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

　
　

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

◆
学
校
教
育

　

個
性
と
創
造
性
を
育
む
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
児
童
・
生
徒

の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
能
の
習

得
に
努
め
る
と
と
も
に
「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」「
自
分
ら

し
い
生
き
方
や
自
立
」
の
育
成
を
図
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
８
年
生
お
よ
び
９
年
生

に
つ
い
て
は
、
市
独
自
に
35
人
学
級
を
継

続
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
障
が
い
児
学
習

指
導
員
な
ど
を
配
置
し
て
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か

な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
に
よ
る
英
語
教
育
の
拡

充
強
化
を
図
り
、
早
期
に
外
国
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
外
国
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
を
見
据
え
た
人
間
形
成
を
図

り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
は
３
年
目
を
迎
え
、
今

後
も
教
職
員
の
研
修
強
化
に
よ
る
指
導
力

強
化
と
、
専
科
教
員
に
よ
る
授
業
の
推
進

や
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
を
進
め
た
系

統
的
な
指
導
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定

を
行
っ
た
白
鳥
学
園
瓜
連
小
・
中
学
校
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
研
究
成
果
を
踏

ま
え
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

◆
い
じ
め
問
題

　

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

地
域
社
会
と
一
体
に
な
り
い
じ
め
問
題
の

克
服
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

学
校
生
活
の
悩
み
を
持
つ
児
童
・
生
徒
お

よ
び
保
護
者
な
ら
び
に
教
員
の
多
様
な
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
心
の
教

室
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
に
よ
る
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
幼
児
教
育

　

引
き
続
き
市
立
幼
稚
園
教
育
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
預

か
り
保
育
な
ど
を
推
進
し
、
幼
稚
園
教
育

の
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
私

立
お
よ
び
公
立
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

学
校
が
協
力
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

や
合
同
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
幼
児
教

育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

新
公
立
幼
稚
園
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
31
年
度
の
開
園
に
向
け
工
事
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
学
校
施
設

　

地
域
住
民
の
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
校
舎
や
屋
内
運
動

場
お
よ
び
柔
剣
道
場
の
耐
震
補
強
工
事
は

す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
校
舎

や
屋
内
運
動
場
な
ど
の
大
規
模
改
修
工
事

な
ど
を
計
画
的
に
進
め
、
長
寿
命
化
と
教

育
環
境
の
充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆小中一貫教育発表会
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◆
中
央
公
民
館

　

市
民
の
意
向
を
反
映
し
た
講
座
の
充
実

や
自
主
事
業
の
積
極
的
な
展
開
な
ど
、
多

様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

◆
市
立
図
書
館

　

読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提
供
お
よ
び
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
学
校
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
読
書
活
動
の
意
義
や
重
要
性

に
つ
い
て
、
広
く
普
及
・
啓
発
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
よ
る

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
枢
を
担
っ
て
い

る
体
育
協
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
那
珂
総
合
公
園
を
活
用
し
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
講
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ

か
け
づ
く
り
や
と
も
に
楽
し
む
仲
間
づ
く

り
の
場
を
提
供
し
、市
民
の
健
康
の
維
持
・

増
進
に
努
め
ま
す
。

◆
第
74
回
国
民
体
育
大
会

　

平
成
31
年
９
月
下
旬
よ
り
「
い
き
い
き

茨
城
ゆ
め
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
開
催
に
向
け
、
い
き
い
き

茨
城
ゆ
め
国
体
那
珂
市
実
行
委
員
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
大
会
を
成
功
に

導
く
た
め
に
、
市
民
・
関
係
団
体
と
連
携

し
諸
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
青
少
年
健
全
育
成

　

家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
教
室
な
ど
に
お
け
る
体
験
事
業
の
充
実

に
よ
り
、
小
学
生
の
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
と
社
会
性
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

◆
歴
史
遺
産
・
伝
統
文
化

　

歴
史
民
俗
資
料
館
を
拠
点
と
し
て
季
節

展
や
企
画
展
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
市

史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
り
、
額
田
城
跡
の
保
存

管
理
を
は
じ
め
各
種
の
歴
史
遺
産
の
保
存

活
動
を
進
め
ま
す
。

◆
国
際
交
流

　

国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
、
多
文
化
共

生
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
親

善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
交
流
を
通
し
て
、

国
際
的
感
覚
を
持
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

５
　

�　

�

活
力
が
あ
り
賑に
ぎ

わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

◆
農
業
振
興

　

米
の
消
費
拡
大
と
高
収
益
作
物
へ
の
転

換
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
産
物
の
生

産
お
よ
び
販
路
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
企

画
を
展
開
し
、
都
市
交
流
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
の
出
品
な
ど
、
関
係
課
と
連
携

し
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
農
業
者
の
所
得

向
上
と
産
地
強
化
の
た
め
、
農
業
の
６
次

産
業
化
と
農
商
工
連
携
に
よ
る
特
色
あ
る

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
ま
す
。
農
業

従
事
者
の
減
少
は
、
農
地
の
利
活
用
や
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
地
域
農
業
の
将
来
を
見
据
え
、
若
年

農
業
者
や
農
業
関
係
学
校
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
個
性
を
十
分
に
活
か
す
と
と
も

に
、
将
来
の
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る

人
材
と
し
て
、
新
規
就
農
者
や
定
年
帰
農

者
お
よ
び
女
性
農
業
者
な
ど
多
様
な
担
い

手
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
農
地

　

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
耕
作

放
棄
地
の
再
生
利
用
な
ど
、
農
業
委
員
会

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
農
業
・
農
村
の
多
面

的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
、
地
域
で

の
共
同
活
動
へ
の
支
援
を
通
じ
、
農
地
農

業
用
施
設
な
ど
農
業
生
産
基
盤
の
適
切
な

保
全
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

◆
農
業
基
盤
の
整
備

　

引
き
続
き
有
ヶ
池
地
区
お
よ
び
芳
野
地

区
に
お
い
て
県
営
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
既
存
施
設
の
長
寿
命
化
や
更
新
を

進
め
ま
す
。
担
い
手
な
ど
へ
の
農
地
集
積

を
進
め
な
が
ら
、
新
木
崎
地
区
な
ど
県
営

で
の
ほ
場
整
備
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
4
農
作
物
へ
の
被

害
軽
減
な
ど
、
農
業
従
事
者
が
安
定
し
て

経
営
で
き
る
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
力
強
い
農
業
の
実
現
と
消
費
者
へ
の

安
心
・
安
全
な
食
料
供
給
の
た
め
、
県
お

よ
び
Ｊ
Ａ
常
陸
、
農
業
団
体
、
食
品
関
連

事
業
者
、
消
費
者
な
ど
と
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

◆
市
民
交
流
事
業

　

友
好
都
市
で
あ
る
秋
田
県
横
手
市
と
の

交
流
を
通
し
て
、
市
民
お
よ
び
市
民
団
体

の
友
好
関
係
が
継
続
・
発
展
で
き
る
よ
う

交
流
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
親
し
み
、
見

聞
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
都
市
交

流
を
検
討
し
ま
す
。
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◆
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
商
工
業

の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、自
治
・

振
興
金
融
制
度
に
よ
る
事
業
資
金
の
融
資

支
援
お
よ
び
雇
用
対
策
と
し
て
の
就
職
活

動
の
支
援
の
ほ
か
、
産
業
祭
の
開
催
、
特

産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
、さ
ら
に
は
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
か
ら
の
相
談

や
支
援
に
対
応
す
る
た
め
の
窓
口
と
し

て
、
企
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

た
よ
ろ
ず
相
談
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
よ
る
創

業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
市
と
民
間

の
事
業
者
が
連
携
を
強
化
し
、
開
業
率
の

向
上
と
雇
用
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　

多
様
な
業
種
に
つ
い
て
誘
致
の
可
能
性

を
探
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係
機
関
な
ど

と
の
連
携
や
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
固
定
資
産
税
の
優
遇
や
緑

地
面
積
率
の
緩
和
措
置
な
ど
を
活
か
し
た

誘
致
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
既
存

企
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
観
光
振
興

　

地
域
資
源
を
活
か
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
の

再
整
備
工
事
、
清
水
洞
の
上
公
園
の
拡
張

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
と
商
業
・
農
業
な
ど
の
地

域
産
業
が
連
携
す
る
し
く
み
を
作
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
ほ

◆大勢の観光客でにぎわう
静峰ふるさと公園八重桜まつり

か
、
観
光
協
会
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

し
、
市
の
魅
力
や
情
報
を
積
極
的
に
発
信

し
て
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

６
　
　

�

行
財
政
運
営
の
効
率
化
に

　
　

よ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

◆
広
域
連
携

　

県
央
地
域
全
体
で
必
要
な
生
活
機
能
を

確
保
し
、
圏
域
へ
の
人
口
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
茨
城
県
央
地
域
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
方
針
に
基
づ
き
、
医

療
・
福
祉
な
ど
の
各
政
策
分
野
に
お
い
て

連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

本
年
7
月
か
ら
地
方
公
共
団
体
間
の
情

報
連
携
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
本
格
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
」
を
活
用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
子
育
て
支
援
な
ど

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
住
民
票
の
写
し
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

本
年
１
月
４
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
今
後
も
市
民
の
利
便
性
を
大
き
く

向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革

　

第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

効
率
的
な
市
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

◆
職
員
研
修

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
階
層
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
知
識
や
能
力
を
は
じ
め
、
政
策
形

成
能
力
や
行
政
経
営
能
力
、
危
機
管
理
能

力
な
ど
の
専
門
的
能
力
の
育
成
に
向
け
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
や
資
質
、

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
人
事
評
価
制
度

　

本
年
度
は
、
評
価
結
果
の
公
平
性
な
ど

に
つ
い
て
分
析
を
し
な
が
ら
、
人
材
育
成

な
ど
の
人
事
管
理
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
処
遇
反
映
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
職
員
数

　

平
成
28
年
度
に
定
員
管
理
計
画
目
標
の

４
８
３
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

業
務
の
継
続
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
適
正

に
定
員
管
理
を
行
い
ま
す
。

◆
市
税
等

　

今
後
も
効
果
的
・
効
率
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
で
あ
る
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
窓
口
業
務
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
生
活
の
利
便
性
の
確
保
、
市
民
顧

客
主
義
の
観
点
に
基
づ
き
、
日
曜
開
庁
や

木
曜
日
の
窓
口
業
務
の
延
長
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
利
便
性
向
上
に
向
け
て
改
善

し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
3
日

　
　
　
　
　

那
珂
市
長　
海 

野 　

徹

◆
ふ
る
さ
と
大
使

　

ふ
る
さ
と
大
使
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
引
き
続
き
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
市
政
の
情

報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
情

報
交
換
会
を
開
催
し
市
政
へ
の
意
見
や
助

言
を
聴
取
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
た
の
発
掘
に
努

め
ま
す
。

広報なか４月号7



那珂市予算

＜一般会計＞

会計名 平成 29年度
予算額

平成 28 年度
予算額 増減率

一般会計 18,680,000 18,383,000 1.6%
特別会計 15,489,000 15,033,000 3.0%
国民健康保険（事業勘定） 6,855,000 6,900,000 △ 0.7%
下水道事業 2,061,000 2,036,000 1.2%
公園墓地事業 12,000 14,000 △ 14.3%
農業集落排水整備事業 1,152,000 926,000 24.4%
介護保険（保険事業勘定） 4,691,000 4,483,000 4.6%
上菅谷駅前地区土地区画整理事業 126,000 139,000 △ 9.4%
後期高齢者医療 592,000 535,000 10.7%

合　計 34,169,000 33,416,000 2.3%

平成 29年度会計別予算額 （単位：千円）

※�利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場
利用税交付金、交通安全対策特別交付金

平成 29年度一般会計歳入予算

区分 平成 29 年度
予算額

平成 28 年度
予算額 増減率

自主財源 9,094,012 8,596,390 5.8%
市税 6,909,769 6,742,580 2.5%
分担金および負担金 291,005 259,862 12.0%
使用料および手数料 203,741 195,681 4.1%
財産収入 14,118 14,113 0.0%
寄付金 55,003 50,003 10.0%
繰入金 969,402 684,152 41.7%
繰越金 250,000 250,000 0.0%
諸収入 400,974 399,999 0.2%
依存財源 9,585,988 9,786,610 △�2.0%
地方譲与税 282,500 240,300 17.6%
地方消費税交付金 788,663 834,254 △�5.5%
自動車取得税交付金 55,200 46,500 18.7%
地方特例交付金 37,000 32,600 13.5%
地方交付税 3,200,200 3,380,300 △�5.3%
国庫支出金 2,185,768 2,240,978 △�2.5%
県支出金 1,445,569 1,269,456 13.9%
市債 1,522,053 1,644,585 △�7.5%
その他※ 69,035 97,637 △�29.3%

合　計 18,680,000 18,383,000 1.6%

（単位：千円）

（単位：千円）

区分 平成 29年度
予算額

平成 28 年度
予算額 増減率

収益的収支
収入 1,204,759 1,194,830 0.8%

支出 1,192,070 1,138,404 4.7%

資本的収支
収入 568,026 480,684 18.2%

支出 1,048,008 930,793 12.6%

平成 29年度水道事業会計予算額
市の水道事業は、民間企業と同様に企業会計を導入し、

独立採算で運営しています。
　本年度の主な建設改良事業としては、木崎浄水場の更新に
よる電気計装設備工事などを予定しており、浄水施設工事費
として5億9,306万円を計上しています。また、配水管布設、
老朽管更新および消火栓設置などを行うとともに、さらなる
施設の維持管理の強化と安定給水に努めます。

　平成29年度の那珂市予算は、歳入で
は収入の根幹となる市税について増額と
見込まれる一方、普通地方交付税が大幅
な減額となることから、財政調整基金等
からの繰入金を増額し財源を確保しまし
た。歳出では、市道の改良・補修、市街
化区域の整備などの社会基盤整備、社会
福祉費などの扶助費を中心に、財源の効
率的な配分に努めた予算編成を行いまし
た。

平成29年度
財政課財政グループ
☎２９８ー１１１１
（内線５２２）

問　い
合わせ

歳入

歳入予算

市税（37.0％）

繰入金（5.2％）

繰越金（1.3%）

県支出金（7.7%） 諸収入（2.2%）

市債（8.2%）

その他
（�地方消費税交付金、
地方譲与税、自動車
取得税交付金、地方
特例交付金　ほか）

その他
（�分担金および負
担金、使用料お
よび手数料、寄
付金、財産収入）

（6.6％） （3.0％）

国庫支出金
（11.7％）

地方交付税（17.1％）

自
主
財
源

依
存
財
源

48.7％51.3％
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主な費目 予算額 増減率
市民税 2,949,075 1.3％
固定資産税 3,106,188 4.3％

主な費目 予算額 増減率
障害福祉サービス給付事業費負担金 408,450 6.2%
生活保護費負担金 356,391 0.3%
民間保育所児童運営費負担金 267,271 9.6%

区分 平成 29 年度
予算額

平成 28 年度
予算額 増減率

義務的経費 9,673,988 9,538,297 1.4％
人件費 3,996,031 4,112,166 △ 2.8％
扶助費 3,970,098 3,752,566 5.8％
公債費 1,707,859 1,673,565 2.0％

投資的経費 1,525,369 1,464,731 4.1％
普通建設事業費 1,525,359 1,464,721 4.1％
補助事業費 347,831 584,468 △ 40.5％
単独事業費 1,177,528 880,253 33.8％

災害復旧事業費 10 10 0.0％
その他の経費 7,480,643 7,379,972 1.4％
物件費 3,045,308 3,118,601 △ 2.4％
補助費等 1,850,867 1,829,422 1.2％
繰出金 2,222,734 2,101,293 5.8％
その他※ 361,734 330,656 9.4％
合　計 18,680,000 18,383,000 1.6％

平成29年度一般会計歳出予算（性質別）

歳出予算
（性質別）

人件費（21.4％）

扶助費（21.3％）

公債費（9.1％）普通建設事業費（8.2％）

補助費等（9.9％）

繰出金（11.9％）

物件費（16.3％）

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投資的
経費

（単位：千円）

※維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、予備費

その他（1.9％）

51.8％40.0％

8.2％

歳出

区分 平成29年度
予算額

平成28年度
予算額 増減率

総務費 2,344,184 2,463,344 △ 4.8％
民生費 6,819,183 6,418,312 6.2％
衛生費 1,212,980 1,206,817 0.5％
農林水産業費 858,287 833,468 3.0％
土木費 2,100,234 2,199,639 △ 4.5％
消防費 985,255 1,038,402 △ 5.1％
教育費 2,130,580 2,130,488 0.0％
公債費 1,707,860 1,673,566 2.0％
その他※ 521,437 418,964 24.5％

合　計 18,680,000 18,383,000 1.6％

平成29年度一般会計歳出予算（目的別）

その他（2.8％） 民生費（36.5％）

公債費（9.1％）

土木費（11.2％）

教育費（11.4％）

総務費（12.6％）

衛生費（6.5％）

農林水産業費（4.6％）

消防費（5.3％）

歳出予算
（目的別）

（単位：千円）

※議会費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

市税 （単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）
（単位：千円）

（単位：千円）

国庫支出金

主な費目 予算額 増減率
普通地方交付税 3,000,000 △ 5.7%
特別地方交付税 200,000 前年同

地方交付税

主な費目 予算額 増減率
障害福祉サービス給付事業費負担金 204,225 6.2%
民間保育所児童運営費負担金 153,942 26.2%
医療福祉医療費補助金 152,080 9.9%

県支出金

主な費目 予算額 増減率
公立幼稚園建設事業債 172,800 皆増
両宮排水路整備事業債 153,200 26.1%
市道整備事業債 117,300 △ 26.2%

市債

広報なか４月号9



土地改良基盤整備事業

115,754 千円

　農道、排水路、溜池など農業用施
設の整備を行い、農業生産性の向上
および農業構造の改善を図ります

経営所得安定対策奨励補助事業

57,950 千円

　転作団地を中心として生産性およ
び品質の向上を目指した転作実施者
に対し補助を行います

土地改良推進事業

47,354 千円

　茨城県土地改良事業団体連合会な
どへの負担金のほか、土地改良事業
を推進します

農林水産業費 農林業の振興、生産基盤の整備などに 15,502 円１人当たり

大宮地方環境整備組合負担金

452,462 千円

　ごみ、し尿などの処理費および大宮
地方環境整備組合の施設整備の費用
として、一部負担金を支払います

予防接種事業

135,456 千円

　感染や発病、感染症のまん延を予
防するため、定期または任意の予防
接種費用を助成します

家庭系可燃ごみ収集事業

100,630 千円

　一般家庭から排出される一般廃棄
物（可燃ごみ）の収集・運搬を行い
ます

衛生費 病気予防や健康増進、火葬場斎場の運営、ごみ処理などに 21,908 円１人当たり

障害福祉サービス給付事業

996,824 千円

　障がい者や難病患者などが、地域
で自立した生活を送れるようサービ
ス給付を行います

民間保育所等児童入所事業

866,000 千円

　要保育児童などの保育・教育を民
間施設（保育所・幼稚園・認定こど
も園）で実施します

後期高齢者医療費

526,149 千円

　後期高齢者医療の円滑な運営のた
めの費用として、茨城県後期高齢者
医療広域連合に負担金を支払います

民生費 高齢者や障がい者の福祉、子育て支援、生活保護などに 123,163 円１人当たり

市民自治組織支援事業

108,935 千円

　地区まちづくり委員会や
自治会の活動に対して、財
政的な支援を行います

額田コミュニティ広場整備事業

44,445 千円

　自治活動の拠点施設として、
コミュニティ広場を整備します

いぃ那珂暮らし応援子育て世帯住宅取得助成事業

19,500 千円

　子育て世帯などの定住促進を図るため、市内に
新たに住宅を取得する費用の一部を助成します

総務費 全体的な管理事務などに 37,933 円１人当たり※ 37,933 円１人当たり※

こんなことに
使われています

※市民１人当たりの予算額（平成 29年度予算額を、平成29年3月1日現在の人口 55,327 人で割って算出）
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静峰ふるさと公園魅力向上事業

81,069 千円

　公園利用者の集客アップと地域資
源を活かした観光を振興するため、
大型児童遊具整備などを行います

清水洞の上整備事業

41,568 千円

　清水洞の上地区を公園として整備
し、自然環境との関わりを体験でき
る場として整備します

なかひまわりフェスティバル事業

13,280 千円

　市の花であるひまわりをメインテー
マとしたイベントを開催し、市内外の
かたとの交流および親睦を図ります

商工費 商工業や観光の振興などに １人当たり 5,450 円

71,905 千円

図書館運営事業
　生涯学習の拠点、情報の集積・発
信基地として、多くの市民が利用で
きるよう図書館を運営します

教育費 学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに 38,481 円１人当たり

常備消防車両整備事業

41,285 千円

　消防活動を迅速かつ適切に行うた
め、車載器の修繕や高規格救急車を
購入します

消防団設置事業

33,893 千円

　那珂市消防団の維持管理のため、
消防団員への報酬の支払や備品の購
入などを行います

防災無線管理事業

14,924 千円

　災害時などにおける市民への通信
手段確保のため、戸別受信機を各戸
配布します

消防費 消防や救急活動、災害対策などに 17,795 円１人当たり

道路改良舗装事業

334,788 千円

　自動車や自転車、歩行者が安心し
て移動できる車道・歩道の整備を行
います

両宮排水路整備事業

165,784 千円

　両宮排水路を整備し安定した排水
処理を行い、冠水被害を抑制します

道路維持補修事業

149,485 千円

　道路における交通の安全を確保す
るため維持補修を行い、危険防止を
図ります

土木費 道路の整備や河川、公園、市営住宅の管理などに 42,339 円１人当たり

起債償還元金

1,542,572 千円

　過去に公共施設の建設事業を実施
した際の財源として借り入れた市債
を返済します

起債償還利子

164,287 千円

　過去に公共施設の建設事業を実施
した際の財源として借り入れた市債
の利子を返済します

公債費 市債の返済に 30,846 円１人当たり

275,961 千円

公立幼稚園建設事業
　市立幼稚園の統合により、新設幼
稚園の新築や外構工事を行います

305,590 千円

給食センター運営事業
　市内の小学校９校、中学校５校の
児童生徒に安全で安心できる学校給
食を提供します

広報なか４月号11



　市長提出議案は、条例の制定・一部改正 14 件、
平成 28 年度補正予算７件、平成 29 年度予算９
件、その他７件、合わせて 37 件について審議
され、全議案について原案のとおり可決されま
した。

第１回
定例会

議 会３月３日～ 23 日の 21 日間の会期で開催

平成 29 年第１回那珂市議会定例会

■
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

　

１
月
13
日
、
新
た
に
那
珂
ふ
る
さ
と
大

使
と
な
っ
た
か
た
へ
委
嘱
状
を
交
付
し
、

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
紹
介
す
る
と
と
も
に

情
報
交
換
会
を
開
催
し
、
活
動
の
報
告
、

市
へ
の
要
望
や
Ｐ
Ｒ
の
手
法
な
ど
に
つ
い

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会

　

11
月
26
日
に
上
宿
第
一
自
治
会
か
ら
24

人
、
２
月
20
日
に
瓜
連
下
自
治
会
か
ら
15

人
の
参
加
が
あ
り
、
意
見
交
換
お
よ
び
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

■
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
額
田
駅
駐
輪
場
の
整
備

　

額
田
駅
駐
輪
場
の
整
備
が
完
了
し
、
１

月
10
日
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
支
援
事
業

　

11
月
19
日
、
結
婚
を
望
む
若
者
を
支
援

す
る
た
め
「
い
い
な
か
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
男
女
各
20
人
、

カ
ッ
プ
ル
成
立
は
４
組
で
し
た
。

■�

常
磐
自
動
車
道
側
道
周
辺
の
不
法
投
棄

物
撤
去
作
業

　

11
月
26
日
、
市
内
の
常
磐
自
動
車
道
側

道
を
９
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
事
業
所
お
よ
び
市
職
員

な
ど
４
６
５
人
が
参
加
し
、
約
３
５
０
０

kg
の
不
法
投
棄
物
を
撤
去
し
ま
し
た
。

■
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

２
月
５
日
お
よ
び
12
日
、
ま
ち
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、
62
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

■
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

１
月
４
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。
開
始
か
ら
の
利
用
件

数
は
、
住
民
票
の
写
し
が
16
件
、
印
鑑
登

録
証
明
書
が
35
件
で
合
計
51
件
で
す
。

■
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

　

12
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
市

内
の
常
磐
自
動
車
道
よ
り
北
側
を
捕
獲
範

囲
と
し
て
、
く
く
り
わ
な
に
よ
る
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
を
行
い
、
65
頭
捕
獲
し
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
事
業

　

12
月
に
菅
谷
市
毛
線
道
路
舗
装
工
事
を

発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
に
区
域
指

定
制
度
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
る
意
見
募
集
お
よ
び
住
民
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

■
市
教
育
表
彰
及
び
小
中
一
貫
教
育
発
表
会

　

２
月
18
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

で
、
市
教
育
表
彰
及
び
小
中
一
貫
教
育
発

表
会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
生
徒
や

献
身
的
な
活
動
の
功
績
に
対
し
て
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、
５
つ
の
学

園
ご
と
に
代
表
児
童
生
徒
が
１
年
間
の
小

中
一
貫
教
育
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

■
市
教
育
振
興
大
会

　

２
月
23
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

で
第
13
回
市
教
育
振
興
大
会
を
開
催
し
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
分
野
で
貢

献
さ
れ
た
か
た
が
た
の
功
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
分

野
で
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
へ
表
彰
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住
職
で
教
育

評
論
家
の
廣
中
邦
充
氏
に
よ
る
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

■
成
人
式

　

１
月
７
日
、
那
珂
総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ

で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
該

当
者
は
５
２
６
人
で
、
出
席
者
は
４
１
６

人
、
出
席
率
は
79
・
１
％
で
し
た
。

■�

第
74
回
国
民
体
育
大
会
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
31
年
に
開
催
さ
れ
る
「
第
74
回
国

民
体
育
大
会
（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
）」
の
準
備
の
た
め
、
１
月
27
日
に
第

１
回
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務

　

11
月
23
日
か
ら
２
月
24
日
ま
で
に
事
業

所
や
学
校
な
ど
で
消
防
訓
練
指
導
を
19
回

行
い
、
２
１
５
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
を
６
回
行
い
、

行
政
概
要
報
告
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１
２
３
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
救
命
入
門

コ
ー
ス
は
８
回
行
い
、
２
２
９
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
は
、
建
物
３
件
、
そ
の

他
５
件
で
計
８
件
、
救
急
出
場
件
数
は
、

急
病
３
６
１
件
、
交
通
事
故
75
件
、
そ
の

他
１
５
５
件
で
計
５
９
１
件
で
す
。

　

１
月
８
日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
消

防
出
初
式
を
開
催
し
、
消
防
関
係
者
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
た
第
６
分
団
第

３
部
消
防
団
詰
所
を
、
西
木
倉
地
内
に
移

転
新
築
し
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災

　

公
共
施
設
等
の
空
間
放
射
線
量
お
よ
び

水
道
水
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
や

学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
産
の
農
畜

産
物
を
検
査
し
、
食
に
お
け
る
安
全
の
確

保
と
風
評
被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
市
内
お
よ
び
県
内
農
産
物
の

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
木
し

い
た
け
を
除
い
た
す
べ
て
の
農
産
物
で
未

検
出
ま
た
は
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
出
荷

制
限
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
２
月
末
現
在

の
支
給
状
況
は
、
国
の
支
援
金
が
２
１
５

件
で
総
額
２
億
７
４
７
５
万
円
、
県
の

災
害
見
舞
金
が
１
７
９
件
で
５
３
７
万

円
、
市
の
見
舞
金
が
計
５
６
６
件
で
総
額

１
９
４
８
万
円
で
す
。
ま
た
、
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
は
、
10
件
で
１
９
３
０
万
円

で
す
。

【
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
】

■�

市
公
文
書
開
示
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■�

市
税
外
諸
収
入
の
滞
納
金
督
促
手
数
料

及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■�

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

市
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■�

市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■�

市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■�

市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

■�

市
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
条
例

■�

市
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
る
開
発
行

為
の
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例

■�

市
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等
に
関

す
る
条
例

【
平
成
28
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
（
第
10
号
）

■�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

（
第
４
号
）

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

■�

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

■�

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）

（
第
４
号
）

■�

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
（
第
２
号
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

【
平
成
29
年
度
予
算
】

■
一
般
会
計

市
長
提
出
議
案

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

■�

下
水
道
事
業
特
別
会
計

■�

公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計　

■�

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計

■
介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）

■�

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計

■�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

■
水
道
事
業
会
計

【
そ
の
他
】

■�

公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

■
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

■�

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

■�

市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

■
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

■�

市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　３月 31日に秋山和衛氏が那珂市
教育長を退任され、４月１日から新
たな教育長に、大縄久雄氏が就任し
ました。
　大縄氏は、昭和 54年に大子町立
大沢小学校に赴任、その後平成 22
年に那珂第四中、平成 25年に那珂
第一中の校長を歴任し、平成 28年
３月に定年退職されました。
　なお、任期については平成 29年
４月１日から�平成 32 年３月 31日
までの３年間となります。

■大縄久雄氏

市教育長に大縄久雄氏
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まちづくり出前講座をご利用ください！
　まちづくり出前講座とは、市役所の仕事を市民の皆さまに知っていただくために、ご希望のテーマについて
市の職員を講師として派遣する制度です。市内に在住、在勤または在学する 10 人以上のグループでしたら、
どなたでもご利用いただけますので「まちづくり出前講座メニュー」をご参照の上、ふるってご利用ください。
　なお、利用方法などの詳細については、市民協働課までお問い合わせください。

説明
時間

30 分～
60 分

30 分～
60 分

45 分～
60 分

60 分～
90 分

３時間
以上

60 分

30 分

30 分

30 分

60 分

60 分

30 分

30 分

20 分

30 分

45 分

60 分

60 分

60 分

40 分

40 分

担当課（室）

市民協働課

市民相談室

消防本部警防課

消防本部予防課

防災課

消費生活センター

環境課

都市計画課

下水道課

健康推進課

こども課

保育所、
子育て支援センター

説明内容

市が進めている協働のまちづくりの基本的な方向
性について

那珂市男女共同参画プランについて

人権（人権教育）について

身近な所で起こる、けがや病気に対する応急手当
てについて

突然の心停止などに対する応急手当ての習得とＡ
ＥＤの使用方法について

住宅用火災警報器や消火器などについて

家庭や地域で行う災害への備えや災害時の行動な
どについて

家庭でできる防犯の心がけ、自警団（防犯パトロー
ル隊）の設立や活動内容、防犯に関する市の取り
組みについて

交通事故の現状や市、那珂警察署、交通関係団体が
行っている交通事故防止に向けた取り組みについて

放射線の基礎知識などについて

悪質商法の内容とその対処について

ごみの分別や減量などについて

地球温暖化防止対策について

当市における都市計画街路の整備状況について

当市における街づくり事業の事例紹介

公共下水道や農業集落排水（合併処理浄化槽を含
む）のしくみ、宅地内の排水設備、下水道の負担金
や使用料などについて

メタボリックシンドロームを中心とした、生活習
慣病の予防について

乳幼児期からの栄養について

子どもが健やかに育つよう、乳幼児期からの身体
づくりについて

子育て支援事業の概要について

乳幼児の発達に応じたかかわり方や親子遊びなど
について

講座名称
（テーマ）

協働のまちづくりの取
り組み

男女共同参画

身近な人権教育を考える

いざというときのために
応急手当てを覚えよう

とっさのときの応急手当て
（心肺蘇生法）を覚えよう

火災を防ぐ

家庭や地域での防災力
の向上

家庭や地域での防犯力
の向上

交通安全対策の取り組み

私たちの暮らしと放射線

悪質商法と対処法

ごみの分別や減量など

地球温暖化防止

都市計画街路

街づくりの進め方

市内の水環境の向上

生活習慣病予防講座

子どもの食事

子どもの健康づくり

子育て支援

乳幼児の発達に応じた
かかわり方

講座
番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

分野

①
市民との
協働の
まちづくり

②
防災
・
防犯
・

交通安全

③
環境

④
道路・建設

⑤
上下水道

⑥
福祉
・
医療
・
健康
・
年金

【まちづくり出前講座メニュー】※�講師料は無料ですが、材料費などをご負担いただく場合があります
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市民協働課市民活動グループ　☎２９８－１１１１（内線２６３・２６５）問い合わせ

説明
時間

20 分～
30 分

60 分

30 分

45 分

30 分

45 分

30 分

30 分

30 分

30 分

30 分

30 分

30 分

60 分

30 分

30 分

30 分

60 分

60 分

60 分

10 分

30 分

30 分

30 分

30 分～
40 分

30 分

担当課（室）

介護長寿課

社会福祉課

介護長寿課

保険課

介護長寿課

学校教育課
指導室

市立図書館

スポーツ推進室

歴史民俗資料館

商工観光課

農政課

政策企画課

財政課

税務課

行財政改革推進室

議会事務局

総務課

政策企画課、
市民課

政策企画課

説明内容

介護保険以外の高齢者施策について

総合支援法によるサービスを含め、当市で受けら
れるサービスについて

平成28年4月1日に施行された障害者差別解消法に
ついて、「差別を行ってはいけないこと」「どのよ
うなことが差別に当たるか」「障がい者の求めに応
じるための合理的配慮」などの概要について

介護保険制度の概要について

国民年金の概要について

国民健康保険の概要について

後期高齢者医療制度の概要について

地域包括支援センターの業務内容について

学校教育の基本方針について

小中一貫教育の概要について

いじめ問題や不登校児童生徒への対応について

市立図書館の概要

スポーツ振興基本計画と各種教室について

那珂市の古代からの歴史や市内の指定文化財、遺
跡などの紹介

那珂市の観光地の見どころやイベントなどについて

那珂市の農業振興や農業の現状について

第１次那珂市総合計画の概要について

那珂市の財政状況について

市税に関する税制度について

那珂市の行財政改革の取り組みについて

陳情や請願の申請手続方法について

選挙のしくみについて

市の情報公開制度に基づく情報の開示と個人情報
の保護について

マイナンバー制度の概要とマイナンバーカード
（個人番号カード）の申請方法や住民票の写しなど
が取れるコンビニ交付について

デマンド交通「ひまわりタクシー」の利用について
※利用登録申請を受け付けます

市民が参画したシティプロモーションを行う「い
ぃ那珂暮らし応援団」の概要について

講座名称
（テーマ）

高齢者の福祉サービス

障がい者のサービス

障害者差別解消法

介護保険制度

国民年金

国民健康保険

後期高齢者医療制度

地域包括支援センター

那珂市の学校教育

小中一貫教育

教育支援センター
における相談体制

いつでも、誰でも、
気軽に立ち寄れる図書館

那珂市のスポーツ振興

那珂市の歴史と文化財

那珂市の観光

那珂市の農業

那珂市総合計画

わが市の台所事情（財政）

市民税と
固定資産税のしくみ

那珂市の行財政改革

陳情や請願の申請

選挙のしくみ

情報公開と
個人情報保護

マイナンバー制度と
マイナンバーカード

デマンド交通
「ひまわりタクシー」

いぃ那珂暮らし応援団

講座
番号

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

分野

⑥
福祉
・
医療
・
健康
・
年金

⑦
教育
・

生涯学習
・
生涯
スポーツ

⑧
歴史・文化

⑨
産業・観光

⑩
行政改革
・
財政
・
税金

⑪
その他
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わがまちの環境を考える

在来種を保護し地域の活性化につなげる

　①の例に該当するのがアキアカネです。日本固有種、いわゆる在来種
で、日本各地に広く分布しています。皆さんもよく知る「赤とんぼ」です。
　アキアカネは梅雨ごろに水田などで羽化し、その後すぐに高地へ移動
します。盛んにえさを食べて体重を増やし、十分に成熟すると体が赤く
変化します。そして秋になると再び平地へ降りてきて繁殖活動を行うの
です。暑さに弱いアキアカネは、秋までの長く暑い夏は高地で過ごし、

　①、②の混合した例として、霞ケ浦のタナゴ類が挙げられます。
　生態系の分布として、霞ケ浦は淡水魚、汽水魚、海魚と多彩であり、その種類もほか
の湖沼と比べ、極めて多いものでした。しかし、近年、水質汚染や外来種が侵入したこ
とにより漁獲は著しく減っており、姿を消す種も出てくるのではないかと懸念されてい
ます。また、海との交流の産物だった魚も以前のように獲れなくなっています。
　霞ケ浦の淡水魚の代名詞でもある在来種タナゴ類は、卵を二枚貝に産みます。その二
枚貝類の減少などにより、タナゴ、アカヒレタビラ、ヤリタナゴはいずれも減少が著しく、
かつて多産したゼニタナゴは、ついに本水系では絶滅したものと考えられています。在

◆激減するアキアカネ

◆霞ケ浦の在来種がピンチ！

※在来種…�ある地域に従来生息・生育している固有の動植物種をいう。外来種、外来生物、帰化植物
に対して用いられ、一般的に、自然の回復には気候風土に合っているこれらの種類を用い
るのが良いとされている（引用：「環境省　環境アセスメント用語集」）

　近年、在来種（※）の生息が脅かされ、絶滅の危機にひんしている種も多く見られます。
　この原因として「①人間の活動による生態系の破壊や乱獲、開発による生物種やその
生息地の絶滅、減少」「②外来種の侵入による、既存生態系の破壊」「③里山などが人手
により手入れされなくなったことによる、自然環境の変質」「④地球温暖化の影響」が考
えられます。今回は、①、②について紹介します。

卵を産む場所として水田をよく利用しています。水田は途中で干上がる危険性の低い、安定な水場であるため
です。その結果、アキアカネは数の多いとんぼになりました。
　しかし今、赤とんぼが飛び交う光景が各地から消えつつあります。個体数の調査で、2000 年ごろから急激
に減少し始めたことが分かりました。その原因は、1990年代後半から普及し始めた、稲の育苗箱に用いられ
る殺虫剤によるものだと考えられています。

来種タナゴ類は、タイリクバラタナゴ、オオタナゴといった外来種、特に 2000 年ごろに侵入したオオタナゴ
の大量繁殖により、ほぼ駆逐されてしまいました。侵入経路は「観賞用として輸入されたものが湖に放流」「輸
入した淡水真珠養殖用の二枚貝にオオタナゴの卵や小魚が含まれた可能性」の２説があるようです。また、観
賞魚業者や釣り人によるオオタナゴの持ち出しが後を絶たず、流域外への生息拡大も懸念されています。
　外来種による影響はさまざまで「在来種の捕食」「近縁な在来種との交雑」「寄生生物の持ち込み」などによ
り本来の生態系へ影響をもたらします。また、生態系の変化により「農林水産業被害」「人間への健康被害」
を新たに引き起こす場合もあります。
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　外来種に関する日本の法律では、海外から持ち込まれる生物の中で、
日本の生態系などに被害を及ぼす恐れのあるものを特性外来生物と指定
して取扱いを規制しています。特定外来生物は、飼育・栽培・保管・運
搬・輸入・譲渡などが原則禁止となっています。野外へ放つ、植えるお
よび撒くことも原則禁止されます。違反すると、内容により非常に重い
罰則が課されます。侵略的な外来生物による被害を予防するためには「入
れない」「捨てない」「広げない」の三原則を守ることが大切です。

◆外来種はどんなところから持ち込まれるのか

◆在来種や生態系は、地域住民の生活・文化を守る

▼外来種の導入経路

意
図
的
導
入

脱走など
　ペットの脱走…アライグマ、ミシシッピアカミミガメなど
　エサ用に輸入したものが脱走…アメリカザリガニなど
　動物園から脱走…タイワンザル、キョンなど
　食用生物の脱走…スッポン、ウシガエルなど

放流
　釣り目的での放流…ブラックバス、ブルーギルなど

害虫・害獣の天敵として導入
　サトウキビ畑の害虫駆除のために導入…オオヒキガエル
　ハブの天敵として導入…マングース
　ボウフラ対策として導入…カダヤシ

非
意
図
的
導
入

輸送に随伴　
　建築資材や土砂などの輸送に随伴
　　…�アルゼンチンアリ、セアカゴケグモ、ヤモリ類など
　軍事物質の輸送に随伴…ミナミオオガシラ、アカカミアリなど

運搬に随伴
　水産業対象魚の種苗放流に混入する魚類
　　…タイリクバラタナゴ、ビワヒガイなど
　農産物や牧草に混入する害虫や雑草、園芸植物に随伴する害虫など
　　…ヤンバルトサカヤスデ、ヤモリ類など

　外来種とは、人間活動によって、もともといなかった地域に持ち込まれた生物のことです。下表は、外来種
がどんなところから入ってくるかを示しています。外来種が入ってくる経路はさまざまですが、いずれも私た
ちの活動と密接に関係しています。環境省では、侵略性が高く日本の生態系などへの被害を及ぼす恐れがある
外来種429種をリスト化し、定着状況や侵入経路、対策の方向性などを示した｢生態系被害防止外来種リスト｣を作
成しています。

意図的導入……�外来種を、人為によって、
自然分布域外に意図的に移
動すること

非意図的導入…�外来種を、自然分布域外へ
移動させることのうち、意
図的でないものすべて

「環境省　生態系被害防止外来種リスト」　https://www.env.go.jp/nature/intro/1outline/list.html

　「駆除する」ということは「命を奪う」
ということです。
　駆除している生物は、生態系などに
どんな悪影響があって、駆除できれば
どう変わるのかを知ることが大切で
す。「外来種だから駆除していい」と
いう安易な考え方ではなく、外来種を
駆除する「理由」を考えてみませんか。

駆除活動を考えよう

　在来種からなる生態系を保全することは、わたしたちのくらしや文化にとって大切です。生態系は、食物連
鎖の関係を通し長い時間をかけてできたそれぞれの地域特有のものです。わたしたちはそうした生態系からさ
まざまな恩恵を受けてきました。また、生態系は生き物と人とのかかわりを教えてくれます。今、そのバラン
スが外来種の影響を含めさまざまな原因で崩れつつあります。生態系が保全された里山のたたずまいは日本人
の原風景であり、わたしたちはそうした文化を残し、将来の世代に引き継いでいかなければなりません。

執筆：環境省　環境カウンセラー　勝井明憲

環境課環境グループ　
☎２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ
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進学や就職などで引っ越しをされたかたは、
原則、現在住んでいる寮・アパートなどが住所地になります。

引っ越しをされるかたは
注意が必要です！

引っ越して３か月経たずに選挙があるとき、
投票はどうしたらいいの？

Ｑ＆Ａ

転出・転入の手続きは簡単です！

　住民票は、選挙人名簿などの各種の登録や行政サービスにつながる
大切な情報ですので、忘れずに移しましょう。

　旧住所地に３か月以上住んでいれば、投票日
当日に、旧住所地の投票所に行って投票するか、
投票日前でも旧住所地の期日前投票所に行って
投票することができます。
　選挙期間中に旧住所地に行くことができない
場合、不在者投票を活用できます。
※�都道府県（市区町村）の選挙においては、当
該都道府県（市区町村）の区域外に転出した
かたは当該選挙の投票はできません

　転入届の際には、記載事項の変更のため、
マイナンバーの「通知カード」や「マイナンバー
カード（個人番号カード）」をお持ちください。

転出前

転出届を提出し、
転出証明書を受け
取る

引っ越し後の
市区町村

引っ越し前の
市区町村

転入した日から
14 日以内

転出証明書を添え
て、転入届を提出

海外に引っ越した場合、投票
はどうしたらいいの？

　在外選挙制度により、外国にい
ても日本の国政選挙で投票するこ
とができます。投票するためには、
在外選挙人名簿に登録する必要が
ありますので、お住まいの住所を
管轄する日本国大使・総領事館で
申請してください。

進学や就職などで

引っ越したら
住民票を移しましょう !!

那珂市選挙管理委員会
☎２９８ー１１１１
（内線５１４・５１５）

問い合わせ

　選挙で投票する場所は、原則と
して住民票のある市区町村です。
　異なる市区町村に転出したか
たで、住民票を移していない、
または住民票を移して３か月経
過していない場合は、新しい住
所地で投票できません。
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那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
通
信

ふ
る
さ
と
大
使
の「
那
珂
良
し
来
良
し
」♪

な
　
　
か

　
よ
　
　
し
　
　
こ
　
　
よ
　

し

Vol.13

秘
書
広
聴
課
秘
書
グ
ル
ー
プ

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
４
２
３
・
４
２
４
）

問
い
合
わ
せ

　

那
珂
市
の
花
は
ひ
ま
わ
り
で
、
ひ
ま
わ

り
大
使
の
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
や
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
た
し
か
決
ま
っ

た
の
は
那
珂
町
の
時
代
、
核
融
合
実
験
装

置
Ｊ
Ｔ
‐
60
が
動
き
出
し
た
こ
ろ
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
太
陽
と
同
じ
反
応
を
人
工

で
起
こ
す
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ひ
ま
わ

り
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
私
も
そ
の
研
究

を
し
て
い
た
ご
縁
で
ふ
る
さ
と
大
使
を
拝

命
し
て
い
ま
す
。
今
も
那
珂
市
は
こ
の
研

究
で
は
世
界
の
重
要
拠
点
で
あ
り
、
研
究

協
力
関
係
に
あ
る
核
融
合
実
験
炉
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
も
、
ひ
ま
わ
り
で
有
名
な
南
仏
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
で
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
那
珂

に
住
ん
で
い
た
外
国
人
も
多
く
、
ま
た
那

珂
か
ら
も
多
く
の
人
が
行
っ
て
い
ま
す
。

や
が
て
那
珂
市
で
は
次
の
最
新
鋭
装
置
Ｊ

Ｔ
60
Ｓ
Ａ
が
動
き
、
次
い
で
核
融
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
発
生
が
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
で
実
現
す
る

で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
私
は
京
都
で
核
融
合
を
含
む
将

来
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
れ
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
「
使
う
人
が
選
ぶ
社

ひ
ま
わ
り
の
止
ま
る
と
き

会
シ
ス
テ
ム
、
環
境
と
調
和
し
な
が
ら
使

う
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
地
域
で
の
使
い
方
も
研
究
し
て
い

ま
す
。
特
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る

こ
と
も
使
う
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
「
住
み

よ
い
街
」
と
し
て
知
ら
れ
る
那
珂
市
民
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
考
え
方
は
、
案
外
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
代
表
す
る
も
の
と
も
言
え

そ
う
で
す
。
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

出
す
那
珂
市
で
、
そ
の
使
い
方
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ひ
ま
わ
り
は
本
当
に
太
陽
を
追
っ
て
成

長
す
る
た
め
に
そ
の
名
が
つ
き
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
もtournesol（
回
る
‐
太
陽
）と
、

そ
の
ま
ま
の
名
前
で
す
。
し
か
し
、
ひ
ま

わ
り
が
太
陽
を
追
い
か
け
て
動
く
の
は
つ

ぼ
み
の
と
き
だ
け
で
、
自
分
が
太
陽
の
よ

う
に
咲
く
と
き
に
は
大
き
す
ぎ
る
の
か
そ

の
動
き
は
一
斉
に
止
ま
り
、
同
じ
方
向
を

向
い
て
見
事
な
花
畑
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
追
う
だ
け
で
な
く
、

止
ま
っ
て
使
う
こ
と
、
そ
こ
に
秩
序
が
あ

る
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
使
い
方

の
両
方
で
、
ひ
ま
わ
り
は
那
珂
市
を
象
徴

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

京都大学教授

（京都府在住）
さん小

こにし

西　哲
さとし

史

普段の活動
学生に小さな核融合装置の実験を指導中 核融合の象徴ひまわり
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市
職
員
の
人
事
異
動

　

市
職
員
の
人
事
異
動
（
課
長
級
以
上
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
行
財
政
改
革
推
進
室
（
監
査
委
員
事
務
局
）
】

室
長
（
事
務
局
長
）　

平
松
良
一

【
企
画
部
】

部
長　

今
泉
達
夫

■
秘
書
広
聴
課　

課
長　

渡
辺
荘
一

■
政
策
企
画
課　

課
長　

大
森
信
之

【
総
務
部
】

■
税
務
課　

参
事
兼
課
長　

大
内
幸
志

■
瓜
連
支
所　

参
事
兼
瓜
連
支
所
長　

寺

　

門
広
司

【
市
民
生
活
部
】

部
長
兼
危
機
管
理
監　

石
川
透

■
環
境
課　

課
長　

飛
田
良
則

【
保
健
福
祉
部
】

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

加
藤
裕
一

■�

こ
ど
も
課　

課
長　

大
森
晃
子
／
副
参

事
兼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

助
川
淳
子

■
介
護
長
寿
課　

課
長　

池
﨑
み
ち
子

【
産
業
部
】　

部
長　

篠
原
英
二

■
農
政
課　

課
長　

平
野
敦
史

■
商
工
観
光
課　

課
長　

浅
野
和
好

４
月
１
日
付

総
務
課
職
員
グ
ル
ー
プ　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１　
（
内
線
５
１
６
）

（
課
長
級
以
上
）

【
建
設
部
】　

部
長　

引
田
克
治

■
土
木
課　

課
長　

海
老
沢
美
彦

【
上
下
水
道
部
】　

■
下
水
道
課　

参
事
兼
課
長　

中
庭
康
史

■
水
道
課　

課
長　

箕
川
覚

■�

会
計
課　

会
計
管
理
者
兼
課
長　

小
澤

祐
一

【
議
会
事
務
局
】　

事
務
局
長　

寺
山
修
一

事
務
局
次
長　

清
水
貴

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】　

事
務
局
長　

根
本
実

【
教
育
部
】

部
長　

髙
橋
秀
貴

■�

学
校
教
育
課　

課
長　

小
橋
聡
子
／
副

参
事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
瓜

連
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

川
上
義
和

■
生
涯
学
習
課　

課
長　

髙
安
正
紀

【
消
防
本
部
】　

消
防
長　

海
野
幹
雄　

■
警
防
課　

課
長　

野
口
英
雄

■�

東
消
防
署　

署
長　

寺
門
博
文

■
西
消
防
署　

署
長　

宮
田
好
男

【
新
規
採
用
】　

神
永
光
／
浅
野
飛
翔
／
城
田
武
房
／
宮
本

麻
衣
／
関
根
涼
介
／
高
島
彩
／
小
林
加
奈

／
大
門
史
弥
／
住
谷
優
美
／
猿
田
若
菜
／

吽
野
朋
哉
／
曲
山
康
平
／
大
沼
怜
央
／
川

又
康
史
／
畑
岡
祐
花
／
萩
本
佳
奈
子
／
鈴

木
翔
子
／
小
林
真
由
／
小
堀
隼
冬
／
後
藤

大
輝

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

関
根
芳
則（
企
画
部
長
）／
大
部
公
男（
保

健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
／
佐
々

木
恒
行
（
産
業
部
長
）
／
小
泉
正
之
（
建

設
部
長
）
／
植
田
孝
二
（
上
下
水
道
部
次

長
兼
下
水
道
課
長
）
／
助
川
啓
治
（
上
下

水
道
部
参
事
兼
水
道
課
長
）／
綿
引
智（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
／
深
谷
忍
（
議

会
事
務
局
長
）
／
山
田
甲
一
（
農
業
委
員

会
事
務
局
長
）
／
会
沢
直
（
教
育
部
長
）

／
寺
門
忠
（
消
防
長
）
／
青
山
泰
士
（
土

木
課
副
参
事
兼
用
地
室
長
兼
土
地
開
発
公

社
事
務
局
長
）
／
鹿
志
村
則
男
（
水
道
課

副
参
事
兼
課
長
補
佐
（
総
括
））
／
加
藤

友
子
（
学
校
教
育
課
副
参
事
兼
横
堀
幼
稚

園
長
）
／
木
村
惠
子
（
学
校
教
育
課
副
参

事
兼
菅
谷
幼
稚
園
長
）
／
林
喜
代
美
（
学

校
教
育
課
副
参
事
兼
菅
谷
西
幼
稚
園
長
）

／
柏
正
裕
（
農
政
課
課
長
補
佐
（
総
括
））

／
圷
明
美
（
瓜
連
支
所
課
長
補
佐
）
／
石

川
と
よ
子
（
こ
ど
も
課
こ
ど
も
発
達
相
談

セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）

行
政
組
織
を
一
部
変
更

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
効
果
的
な

行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
組
織

の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

①
土
木
課
グ
ル
ー
プ
編
成
変
更

　

土
木
課
内
の
業
務
効
率
改
善
の
た

め
に
、
用
地
室
を
廃
止
し
て
、
建
設

グ
ル
ー
プ
、
維
持
グ
ル
ー
プ
、
管
理

グ
ル
ー
プ
の
３
グ
ル
ー
プ
に
変
更
し

ま
し
た
。

②
国
体
推
進
室
の
新
設

　

平
成
31
年
に
茨
城
国
体
が
開
催
さ

れ
、
那
珂
市
は
馬
術
競
技
の
会
場
と

な
り
ま
す
。
開
催
準
備
の
た
め
の
組

織
を
新
設
し
ま
し
た
。

③
そ
の
他

　

部
長
の
補
佐
役
で
あ
る
「
次
長
」

職
を
今
後
は
配
置
し
な
い
こ
と
、
危

機
管
理
監
は
市
民
生
活
部
長
が
併
任

す
る
な
ど
、
役
職
の
任
用
な
ど
を
見

直
し
ま
し
た
。
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【�日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○�校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。
○�土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。
○�登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○�土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

担当課および測定場所 測定値 測定日

学校教育課

横堀小学校 0.040 ３月７日
額田小学校 0.043 ３月７日
菅谷小学校 0.044 ３月７日
菅谷東小学校 0.057 ３月７日
菅谷西小学校 0.067 ３月７日
五台小学校 0.066 ３月９日
芳野小学校 0.057 ３月７日
木崎小学校 0.054 ３月７日
瓜連小学校 0.084 ３月７日
横堀幼稚園 0.063 ３月８日
菅谷幼稚園 0.057 ３月７日
菅谷西幼稚園 0.081 ３月８日
五台幼稚園 0.072 ３月７日
芳野幼稚園 0.057 ３月10日
那珂第一中学校 0.042 ３月９日
那珂第二中学校 0.054 ３月10日
那珂第三中学校 0.041 ３月７日
那珂第四中学校 0.049 ３月９日
瓜連中学校 0.074 ３月13日
茨城学園 0.054 ３月10日
ナザレ幼稚園 0.049 ３月10日
さいせい幼稚園 0.073 ３月７日
大成学園幼稚園 0.074 ３月10日
旧本米崎小学校 0.078 ３月６日

担当課および測定場所 測定値 測定日
健康推進課 保健センター（ひだまり） 0.078 ３月６日

生涯学習課

中央公民館 0.074 ３月３日
図書館 0.080 ３月１日
那珂総合公園 0.070 ３月１日
歴史民俗資料館 0.082 ３月５日
ふれあいの杜公園 0.066 ３月１日

市民協働課

ふれあいセンターよこぼり 0.080 ３月９日
ふれあいセンターごだい 0.075 ３月８日
ふれあいセンターよしの 0.081 ３月８日
総合センターらぽーる 0.111 ３月７日
戸多地区交流センター 0.053 ３月８日

那珂聖苑 那珂聖苑 0.079 ３月１日

都市計画課
中谷原公園 0.066 ３月２日
宮の池公園 0.077 ３月２日

商工観光課
一の関ため池親水公園 0.060 3月14日
静峰ふるさと公園 0.074 3月14日

○小中学校、幼稚園

○保育所、保育園など

○公共施設

問那珂市役所� �☎ 298 － 1111　
学校教育課� � 内線 8274��
健康推進課� � 内線 531
生涯学習課� � 内線 8282
市民協働課� � 内線 263
都市計画課� � 内線 355
商工観光課� � 内線 243
こども課� � 内線 252
水道課� � 内線 8365　
那珂聖苑� ☎ 352 － 0073
学校給食センター� ☎ 298 － 1102

那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホー
ムページにも掲載しています。

担当課および測定場所 測定値 測定日

こども課

菅谷保育所 0.080 ３月６日
瓜連保育園 0.067 ３月１日
ゆたか保育園 0.081 ３月１日
かしま台保育園 0.073 ３月７日
ごだい保育園 0.091 ３月６日
大成学園額田保育園 0.048 ３月３日
地域子育て支援センター 0.066 ３月３日

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から50㎝の高さでの測定値で、��公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

　学校給食センター（那珂・瓜連）で調理されている給食食材は、毎日放射
性物質の測定を行い、基準値を超えていない食材のみを使用しています。

◆学校給食食材の放射性物質測定検査について

　2月 15 日から 3月 14 日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の
放射性物質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

●水道水の環境放射能水準調査結果
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ストーブは燃
えやすい物か
ら離れた場所
で使う

ライターや
マッチを子ど
もにさわらせ
ない

住宅用火災警
報器を設置し
よう

消火器を設置
しよう

家の周りの整
理整頓をしよ
う

コンセントの
清掃をしよう

寝具類、カー
テンなどは防
炎物品を使う

隣近所の協力
体制を作ろう

コンロなどの
そばから離れ
るときは火を
消そう

寝たばこは絶
対にやめる

　

だ
れ
で
も
、
口
内
炎
に
悩
ま
さ
れ
た

経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
口
内
炎
は
、
い
つ
の
間
に
か

で
き
て
い
た
り
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

治
っ
て
い
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

今
回
は
、
口
内
炎
が
で
き
る
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

口
内
炎
は
、
鏡
な
ど
で
見
る
と
白
く

出
っ
張
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
見
た
目

か
ら
す
る
と
何
な
の
か
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、「
口
内
炎
」
と
い
う
名
前
の

と
お
り
、
炎
症
反
応
が
粘
膜
に
起
こ
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

炎
症
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

こ
で
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
繁
殖
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
と
い
う

こ
と
は
、
根
本
的
に
は
か
ぜ
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
問
題
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ど
う
し
て
突
然
、
お
口
の

中
で
細
菌
感
染
が
起
こ
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

か
ぜ
も
、
喉
や
鼻
の
奥
で
細
菌
な
ど

が
繁
殖
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
病
気
で

す
。
つ
ま
り
、
大
気
中
に
は
絶
え
ず
無

数
の
細
菌
が
舞
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
実
は
、
お
口
の
中
に
は
、
大
気
中

以
上
に
細
菌
が
存
在
し
て
い
る
の
で

す
。

　

こ
れ
は
、
虫
歯
菌
や
歯
周
病
菌
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然

の
こ
と
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た

ち
人
間
は
、
常
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
環
境
で

生
き
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
私
た
ち
の
体
は
、
体
内
の

免
疫
機
構
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
と
て
も
疲
れ
て
い
た

り
す
る
と
免
疫
力
が
下
が
り
、
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
に
も
簡
単
に
感
染
し
て
し
ま

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
食
べ

物
な
ど
で
お
口
の
中
を
少
し
切
っ
た

り
、
傷
め
た
り
し
た
だ
け
で
も
、
そ
こ

か
ら
細
菌
が
侵
入
し
て
、
口
内
炎
を
発

症
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

口
内
炎
が
頻
繁
に
で
き
て
し
ま
う
と

い
う
人
は
、
原
因
と
し
て
、
仕
事
が
忙

し
か
っ
た
り
、
毎
日
の
食
事
に
偏
り
が

あ
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
原
因
と
し
て

は
、
性
行
為
感
染
症
に
よ
る
も
の
や
金

属
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
症
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
口
内
炎
が
発
症
す
る

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
れ
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、あ
る
程
度
、

予
防
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
し
ょ

う
。

口
内
炎
の
話し

し
ど
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

宍
戸　

祐
一��

先
生

みんなの健康 ～歯のお話～ 　　　　　　健康推進課健康増進グループ
　　　　　　（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
　　　　　　☎２７０－８０７１

消防本部 NEWS
消防本部　☎２９５－２１１１

つけましたか？住宅火災警報器
① 　平成 29 年春の火災予防

運動の一環として、女性（婦
人）防火クラブ、消防団女
性部の皆さんにご協力いた
だき、広く市民の皆さまに
火災の発生防止を呼びかけ
るとともに、住宅用火災警報器の普及促進のため、
戸別訪問を実施しました。
「春の火災予防運動実施中です」
「電気器具は正しく使いましょう」
「たばこの消し忘れに注意しましょう」
「住宅用火災警報器の付け忘れはありませんか？」
などと、市民の皆さんに呼びかけました。
　中には、「取り付けるのを忘れていました。火事
を起こさないためにも、すぐに取り付けます！」と
うれしい反応をいただきました。
　市民の皆さま、女性（婦人）防火クラブ・消防団
女性部の皆さまご協力ありがとうございました。

～住宅防火１０の心得～

②

③

⑤

④

⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

問い合わせ

問い合わせ
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市立図書館だより

問い合わせ
秘書広聴課広報グループ
☎２９８－１１１１(内線４２５）

◆�「マチイロ」以外で広報紙を読むには？
市ホームページまたは「Actibook（旧 ebooks）」でもご覧いただけます。

※�新着本案内は、図書館ホームページ
をご覧ください
　�http://www01.ufinity.jp/nakalib/

図書館カレンダー

５月
May

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

18 日
　午前 10 時 30 分～
21 日　午後 2時～
26 日　午後 3時～

おはなし会

13日　午後 1時 30 ～
映画会

休館日

　広報紙をもっと身近なものとして
いただくため、市ではスマートフォ
ンやタブレット端末へアプリを利用
して配信しています。配信に利用し
ている行政情報アプリ「ｉ広報紙」
が「マチイロ」にリニューアルされ、
さらに使いやすくなりました。ぜひ
ご利用ください。

▲ダウンロードはこちらから
◆アプリだと何が便利なの？

○�新しい広報紙が掲載されると端末に通知がくるので最新号を見逃しません。
○�広報紙をオフラインでも確認できるので、イベントなどの日時や申込先な
どを、いつでもスマートフォンなどで確認できます。
○�ご自身が必要な部分を切り抜いて保存ができ、その画像を共有することもで
きます。（スクラップ＆ＳＮＳでシェア）
○�興味のある分野を登録することで、自分に合わせた情報が届きます。

※�アプリの利用は無料ですが、情報の受信には通信料がかかります
※�「i 広報紙」をご利用中のかたは、アップデートで新アプリに切り替わりますので、新たに
ダウンロードする必要はありません

※�アプリ内の広告は那珂市とは関係ありません。アプリ運営のために表示されているもの
ですので、ご了承ください

◆広報紙をアプリで読むには？

「マチイロ」を
ダウンロード
します。

お住まいの地域で
「茨城県那珂市」を
登録し、簡単な設
定をします。

最新の広報紙が
配信されます。

◆バッグつくっちゃお！
　時間　午前10時～正午
　場所　１階エントランスホール
　対象　幼児～小学生
　講師　�小松崎浩司氏（茨城女子

短期大学表現文化学科講
師）および茨城女子短期
大学学生

【４月 29日（土）】

◆映画会
　時間　午後２時～４時
　場所　２階多目的室
　対象　幼児～小学生

◆落語会
　時間　午前10時30分～11時30分
　場所　２階多目的室　　
　対象　小学生（中・高学年）
　出演　茨城大学落語研究会、
　　　　児童サービスボランティア

【４月 30日（日）】

◆おはなしワンダーランド
　時間　午後１時30分～２時15分
　場所　２階多目的室
　対象　幼児～小学生
　出演　児童サービスボランティア、
　　　　県立水戸農業高等学校図書委員

◆朗読会
　時間　午後２時45分～３時 30分
　場所　１階エントランスホール
　対象　小学生
　出演　児童サービスボランティア

こども図書館まつりを開催します

☎３５２－１１７７
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まちの話題

未
来
に
伝
え
た
い
額
田
の
宝
物

　

３
月
12
日
、中
央
公
民
館
で「
額

田
ま
ち
の
風
土
記
」
朗
読
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
芸
員
を

目
指
し
て
い
る
常
磐
大
学
生
が
額

田
の
ま
ち
を
歩
き
、
発
見
し
た
宝

物
を
ま
と
め
た
絵
本
「
額
田
ま
ち

の
風
土
記
」
が
完
成
し
、
宝
物
を

も
っ
と
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
作
成
さ
れ
た
動
画
９
本
の
上

映
や
朗
読
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
普
段
と

は
違
っ
た
目
線
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
額
田
の
宝
物
」
の
動
画
や
お
話

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
を
落
語
で
楽
し
く

　

３
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で

「
男ひ

と

と
女ひ

と　

輝
い
て
生
き
る
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
落

語
家
の
春
風
亭
鹿
の
子
氏
を
講
師

に
迎
え
「
笑
顔
が
も
た
ら
す
私
ら

し
い
働
き
方
と
生
活
」
を
テ
ー
マ

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
、
落
語
を
交
え
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
落
語
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

来
場
者
約
２
０
０
人
中
約
50
人
が

男
性
で
、
男
女
と
も
に
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

　

3
月
18
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
前
半
は
、
常
陸
太
田
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

所
属
の
な
る
氏
に
よ
る
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
活
動
に
つ
い
て
の

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
後
半

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
が
る
和
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
那
珂
、

倭
文
機
グ
ル
ー
プ
「
手
し
ご
と
」、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
那
珂
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
、
瓜
連
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
遥
学
園
（
那
珂
二
中
、
横
堀

小
、額
田
小
）歌「
夢
に
向
か
っ
て
」

が
完
成
し
、
3
月
13
日
に
那
珂
二

中
で
お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
、
曲

の
作
詞
作
曲
に
携
わ
っ
た
、
那
珂

二
中
卒
業
生
で
那
珂
ふ
る
さ
と
大

使
の
長
須
与
佳
さ
ん
（
琵
琶
・
尺

八
奏
者
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

長
須
さ
ん
は
「
こ
の
曲
を
歌
っ

て
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、生
徒
た
ち
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
自
分
の
夢

を
実
現
し
た
長
須
さ
ん
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

青
遥
学
園
歌
が
完
成
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まちの話題まちの話題

　

戸
崎
自
治
会
内
の
「
戸
崎
の
将

来
を
考
え
る
会（
通
称
・
戸
考
会
）」

で
は
「
戸
崎
の
良
さ
を
再
認
識
し

よ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
活
動
を
続
け
、
広

報
紙
『
戸
考
会
だ
よ
り
』
を
発
行

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
３
月
で
戸
考
会
が
解
散
す

る
こ
と
に
伴
い
、戸
崎
自
治
会
は『
戸

考
会
だ
よ
り
』
２
０
０
号
ま
で
を
ま

と
め
た
『
戸
崎
今
昔
物
語
』
を
編

集
発
行
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の

良
さ
を
自
治
会
員
が
共
有
し
、
誇

り
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

戸
崎
今
昔
物
語
を
発
行

歯
周
病
を
防
ご
う
！　

３
月
17
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
で
、
塩
野
歯
科

医
院
院
長
の
塩
野
宗
則
先
生
を
講

師
と
し
て
「
歯
周
病
予
防
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、
口
の
中
を
健
康
に

保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
「
歯
周
病
予

防
」
や
「
自
分
の
歯
で
食
事
が
で

き
る
」
ば
か
り
で
な
く
、
糖
尿
病

や
心
疾
患
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歯
ブ
ラ
シ

の
選
び
方
や
歯
の
磨
き
方
を
実
践

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
で
は
、

㈱
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
代
表
取
締

役
の
山
谷
拓
志
氏
よ
り
、
有
名
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
例
に
挙
げ
な
が

ら
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
少
年
団
の
指
導
者
や
保

護
者
で
あ
る
参
加
者
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
と
は

プ
リ
ン
ト

横
手
市
と
交
流
し
て
き
ま
し
た
！

　

２
月
15
日
、
市
更
生
保
護
女
性

会
23
人
で
、
秋
田
県
横
手
市
の
交

流
セ
ン
タ
ー
Ｙわ
い
わ
い２
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
横
手
市
更
生
保
護
女
性
会
と
の

合
同
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
活
動
報
告
や
質
疑
応

答
を
行
い
、
地
域
に
よ
っ
て
活
動

内
容
な
ど
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
抹
茶

や
い
ぶ
り
が
っ
こ
な
ど
で
お
も
て

な
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
、
雪
ま
つ
り
を
控
え

作
ら
れ
た
か
ま
く
ら
を
見
学
し
、

充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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★事件・事故の発生状況★
（平成 29年２月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故　　　　　　49件
　負傷者　　　　　　　　　62人
　死者　　　　　　　　　��　1人
※�暗くなる前から反射材を身に付けま
しょう！
○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数　　　　　96件
　　うち　空き巣・忍び込み　4件
　　　　　自動車盗　　　�　34 件
　　　　　車上ねらい　　�　�6 件
※�防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎ 352 － 0110

★火災・救急の状況★��
���������������������������（平成 29 年２月）
○火災件数
　　�　５件　　��　（本年累計７件）
○救急出場件数
　　181 件　　��（本年累計 383 件）
※�大切な命を守るため、住宅用火災警
報器を設置しましょう
問い合わせ／消防本部�
☎ 295 － 2111

カラオケスタジオ桜　　　39,873 円
切手・テレカボランティアポピー

16,805 円
ぴっぴお話の会　南波久代　4,460 円
野木　利三郎���������������������100,000 円
匿名　　　　　　　�　　�　2,000 円

２月 15日～３月 14 日（敬称略）

※善意銀行の寄付は、那珂市社会福祉
　協議会でお受けしています
　　　　　　　　　　☎ 229 － 0309

ご協力ありがとうございます

善�意�銀�行�へ

献血推進団体および献血団体に
表彰状を伝達

　２月 28日、日本赤十字社による「平
成 27年度功労に係る献血推進団体等
の表彰」を受賞された市内３事業所に、
海野市長から伝達を行いました。森松
工業㈱関東工場は、15 年で述べ 327
人の従業員に献血のご協力をいただき
ました。また、DCMホーマック㈱那
珂店は 15年以上、㈱カワチ薬品那珂
店は 10年以上継続して敷地および駐
車場を献血会場として提供されている
ことから今回の受賞となりました。

那珂市歯科医師会が
滅菌パック・歯牙保存液を寄贈

　３月 15日、那珂市歯科医師会（会
長小林克男さん）から、学校検診で使
用するデンタルミラー滅菌のための滅
菌パック 200 枚および歯牙保存液 33
本を寄贈いただきました。
　寄贈いただいたものは、市内幼稚園、
小中学校に配布し、学校検診などの際
に活用します。

那珂地区交通安全協会が
ランドセルカバーを寄贈

　３月 10日、那珂地区交通安全協会
からランドセルカバー 463 枚を寄贈
いただきました。
　市では、ランドセルカバーを新入学
児童全員に配布し、登下校時の子ども
たちの安全確保のために活用します。

常陸農業協同組合が
交通安全帽子を寄贈

　３月 10日、常陸農業協同組合から
交通安全帽子 443 個を寄贈いただき
ました。
　市では、この帽子を新入学児童全員
に配布し、子どもたちの安全のために
活用します。

故・木内良平さん（中里）が
旭日小綬章を受章

　

　平成 28 年 12 月 31 日に逝去され
た故・木内良平さんが旭日小綬章を受
章され、海野市長がご遺族に対し伝達
を行いました。
　木内さんは、昭和 51 年から 10 期
40 年間にわたり、瓜連町および那珂
市議会議員を務め、在任中は旧瓜連町
議長や大宮地方環境整備組合議会議長
などを務め、地方自治の振興と産業・
文化・福祉の向上にご尽力されました。

�人の動き
那珂市の人口（３月１日現在）

�　���������������※（　�）内は前月比
　男　　　27,221 人　��（－���22）
　女　　　28,146 人　��（－���12）
　計　　　55,367 人　��（－���34）
世帯数　　22,328 世帯��（－��� 2）

　○出生　　　26人
　○死亡　　　44人

（２月１日～ 28日）

�国保ミニ情報

○那珂市国保の加入者数　14,127 人
　（平成 29年２月末現在・
　　　　　　　　　前月比 47人減）
○那珂市国保が医療費の一部として支
　払った金額　３億 1,918 万円
　（平成 29年２月・
　　　　　　　前月比 105 万円減）
※�皆さんの日ごろの健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいては
国保税の増額を抑えることにつながり
ます。ご協力をお願いします

★�今月の納税★

○固定資産税・都市計画税��　　１期
○介護保険料（普通徴収）　　　１期

納期限：５月 1日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な口座
振替制度がありますので、どうぞご利
用ください。
　詳細については、下記までお問い合
わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎ 298 － 1111　内線 173・174

Information
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那
珂
市
民
憲
章

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

法律相談

日時／５月 ９日（火）�午後 1時～5時
　　　５月 23日（火）午後 1時～ 4時
場所／市役所（本庁）１階相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予
　　　　　約してください。
費用／無料（相談時間１回 20分）
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

行政相談

日時／５月 12日（金）�
　　　午後１時～４時�
場所／市役所（本庁）１階ロビー
開設相談／�国の行政機関などが行って

いる仕事についての苦情や
意見・要望

相談員／行政相談委員
問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

広報なか、市ホームページ等に掲載することができます。
お気軽にご相談ください。
料 金■広報なか　　　　　　　　　半枠１か月１万円～
　　　　市ホームページバナー　　　１枠１か月１万円
対 象■�市内および近隣市町村に住所または事業所もしくは店

舗等を有するかた（政治・宗教・風俗営業等を除く）
掲載２か月前までにご相談ください【空き状況・詳細はお問い合わせください】
問い合わせ■行財政改革推進室�☎ 298－1111　内線 572

広 告 募 集 市内事業者等のみなさまの
広告を募集しています

那珂警察署と「防災行政無線を
活用した市民等への犯罪情報等
の提供に関する覚書」を締結

　

　３月 21日、那珂警察署と「防災行
政無線を活用した市民等への犯罪情報
等の提供に関する覚書」を締結しまし
た。
　この覚書は、凶悪事件、行方不明者
の情報や、詐欺事件および不審者情報
など市民生活の安全確保に必要な事項
に関して、市と那珂警察署が連携して
市民に対し防災行政無線を活用し情報
提供および注意喚起を行うものです。

InformationInformation
●市の暮らし情報

●市役所の電話番号
　☎ 298 － 1111（代表）

●ホームページURL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
　�市では、「広報なか」のほかに、「おし
らせ版」(月２回 )を発行しています。
このコーナーではその一部を掲載して
いますが、「おしらせ版」も併せてご
覧ください。

３ 日　諸岡医院� （瓜連）

� ☎ 296 － 1123

４ 日　岡田クリニック� （後台）

� ☎ 270 － 8188

５ 日　小野瀬医院� （後台）

� ☎ 295 － 2221

７ 日　那珂記念クリニック� （中台）

� ☎ 353 ー 2800

14 日　西山堂慶和病院� （鴻巣）

� ☎ 295 － 5121

21 日　塙内科消化器科� （後台）

� ☎ 295 ー 2110

28 日　河野胃腸科外科� （竹ノ内）

� ☎ 295 － 5386
■診療時間／午前９時～11時 30分
※�受診の際、必ず当該医療機関へ電話で
お問い合わせください
※�診療時間外は「茨城県救急医療情報コ
ントロールセンター（☎ 241－ 4199）、
または「那珂市消防本部」（☎ 295－
2111）へお問い合わせください
※ �119 番は消防本部でなく「いばらき消防
指令センター」につながります。119番は
「緊急事態」のための電話です。安易な利
用は避け、適正利用にご協力ください

  ５月の休日当番医
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ひじきと野菜の
ハンバーグの卵あんかけ

ヘルスメイトさんが作る健康料理��139

①�豆腐はキッチンペーパーでよく水切りし、ひじきは水でもどしておく。
ねぎ、にんじん、しいたけはみじん切りにする。
②ブロッコリーを小房に分けてゆでる。
③ボウルに鶏ひき肉と①とＡを合わせてよく練り、８等分にして丸める。
④�フライパンにごま油を熱して③を両面こんがりと焼き、②とともに皿に
盛る。
⑤�なべにＢを入れて沸かし、卵を少量ずつ加えて④にかける。

■作り方

■材料（４人分）
鶏ひき肉･･･････････････ 200g
木綿豆腐･･･････････････ 200g
ひじき･･････････････ 大さじ 2
ねぎ･･････････････････ 1/2 本
にんじん･･････････････ 1/3 本
しいたけ････････････････ 4 個
ごま油･･････････････ 小さじ 2
ブロッコリー･･････････ 1/4 個

【卵あんかけ】

おろししょうが････小さじ 1
片栗粉･･････････大さじ 1
酒･･････････････大さじ 2
塩・こしょう････････少々

■�コメント
　野菜を細かくきざむことで、野菜
嫌いのお子さんにも喜ばれるのでは
と思います。

今月のヘルスメイトさん

那珂市食生活改善推進員
協議会
高齢食部会の皆さん

■１人分（223kcal ／塩分 1g）

しょうゆ････小さじ 1
だし汁････････180㎖
片栗粉･･････小さじ 1
水･･････････小さじ 2

卵･･････････････････1 個

Ｂ

　

Ａ

市
長
コ

ラ
ム

Cook

と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
釜
石
市
に
、
部
長
職
を
経
て
津

波
被
災
地
支
援
の
た
め
赴
任
し
て
く
れ

た
車
田
さ
ん
は
、
継
続
し
て
２
年
目
の

派
遣
を
承
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
か
の

地
も
降
雪
は
少
な
く
、
積
雪
も
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
移
動
距
離
も
長
く
帰

省
も
ま
ま
な
ら
な
い
場
所
で
す
。
し
か

し
、
ご
家
族
の
理
解
も
あ
り
、
被
災
地

で
あ
る
同
朋
の
支
援
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
尽
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
感
激

し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
横
手
市
に
は
昨
年
同

様
今
年
も
若
手
職
員
を
派
遣
し
友
好
関

係
と
交
流
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
今
年
か
ら
２
年
間
、
自
治
研
究
機

構
に
採
用
３
年
目
の
職
員
を
派
遣
し
、

全
国
の
自
治
体
の
調
査
や
研
究
を
通
し

て
先
進
事
例
の
吸
収
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
規
採
用
の
職
員
に
は
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
丁
寧
な

接
遇
に
努
め
、
自
己
研
さ
ん
に
励
み
行

政
の
プ
ロ
と
し
て
の
誇
り
を
堅
持
し
、

至
高
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努
め

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

那
珂
市
長　
　

海
野　

徹

　

今
年
も
ま
た
、
19
人
の
職
員
が
定
年

や
勧
奨
退
職
に
よ
り
公
務
員
生
活
を
卒

業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
20
人
の
新
規
採

用
職
員
が
入
庁
し
て
き
ま
し
た
。

　

退
職
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
の
安

心
安
全
と
福
利
向
上
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
奉
職
し
て
く
れ
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
を
私
と
と
も
に
奮
闘
し
て

く
れ
た
同
志
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
市
民
と
し
て
、
ま
た
理
解
者

と
し
て
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
模
範
市
民
と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
県
川
内
村
に
２
年
間
再
任
用
職

員
（
保
健
師
）
と
し
て
単
身
赴
任
し
た

中
山
さ
ん
は
、
原
子
力
被
災
地
支
援
の

た
め
に
家
庭
を
顧
み
ず
献
身
的
に
尽
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。
盆
地
で
あ
る
か
の

地
は
、
降
雪
は
少
な
い
も
の
の
体
の
芯

ま
で
染
み
渡
る
寒
さ
に
耐
え
て
、
奮
闘

努
力
し
て
い
た
だ
き
、
村
民
と
の
融
和

に
努
め
、
村
長
さ
ん
よ
り
深
甚
な
る
謝

意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

異
動
の
時
節
に
想
う
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 【短　歌】白鳥短歌会 加藤要選

「
写
真
五
・
七
・
五
」

【川 柳】 第 12 回那珂市文化祭川柳コーナー
訪問者投句優秀作品　那珂川柳会選

未
来
へ
と
心
も
踊
る
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ�

小
田
部　

一　

彦

天
と
地
の
青
じ
ゅ
う
た
ん
に
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ�

石　

田　

常　

枝

さ
ん
に
ん
で
ネ
モ
フ
ィ
ラ
ば
た
け
と
び
こ
え
て�

佐
藤　

希
美
（
６
歳
）

飛
び
跳
ね
る
子
供
ら
ま
ね
し
腰
痛
に�

海　

野　

宏　

幸

三
人
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
青
じ
ゅ
う
た
ん�

佐　

藤　

静　

香

こ
ど
も
た
ち
は
ね
て
よ
ろ
こ
ぶ
え
が
お
か
な�

細　

谷　

安　

夫

初
恋
の
君
と
い
っ
し
ょ
に
花
の
海�

宮　

田　

道　

子

ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
青
空
め
が
け
て
遠
く
へ
と�

川　

面　
　
　

心

三
人
の
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
花
も
ニ
コ
ッ�

木
村�

光
子
（
仙
台
小
５
）

飛
び
出
し
た
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
最
高
だ�

入　

澤　

美
恵
子

あ
お
ぞ
ら
の
下
で
飛
ん
で
る
元
気
な
子�

細　

谷　

玲　

奈

こ
の
子
ら
に
イ
ジ
メ
な
ど
ま
ず
無
い
で
し
ょ
う�

江　

幡　

澄　

夫

ジ
ャ
ン
プ
し
て
明
る
い
未
来
へ
飛
ん
で
き
た�

大　

槻　

育　

生

青
春
の
息
吹
も
弾
む
草
の
上�

小
田
部　

一　

彦

こ
の
扉
あ
け
れ
ば
歓
の
世
界
か
も
同
窓
会
後
の
肩
組
む
友
と�

草　

野　
　
　

豊　

バ
ラ
色
の
紙
に
作
り
し
花
々
を
障
子
の
穴
に
貼
り
て
春
待
つ�

赤　

塚　

満　

夫　

海
苔
茶
漬
に
お
湯
を
注
げ
ば
香
り
立
ち
い
っ
時
キ
ッ
チ
ン
海
と
な
り
た
り�

大　

森　

勝　

代　

ひ
と
つ
だ
け
私
に
持
ち
歌
あ
り
ま
し
て
口
ず
さ
み
い
る
「
哀
愁
列
車
」�

小
野
瀬　
　
　

壽　

女
ら
の
言
葉
ひ
ら
ひ
ら
飛
び
交
い
て
落
葉
を
集
め
さ
つ
ま
芋
焼
く�

仲　

沢　

照　

美　

焼
き
豚
入
り
チ
ャ
ー
ハ
ン
好
き
な
腕
白
が
今
は
優
し
き
草
食
男
子�

海　

野　

宏　

幸　

朝
食
の
う
ま
さ
を
言
い
て
ま
ど
ろ
め
る
ま
ま
に
友
逝
く
九
十
八
歳�

池　

田　

美
代
子　

お
位
牌
と
枕
か
か
え
て
家
出
す
る
婆
の
人
形
口
一
文
字�

菊　

池　

和　

子　

躱
さ
ず
に
波
と
真
向
か
ふ
大
岩
が
鑑
真
思
は
す
魁
夷
の
「
濤
声
」�

加　

藤　
　
　

要　

た
四季

の

う

【短　歌】那珂短歌会　片岡明選
蹴
れ
ば
す
ぐ
倒
れ
る
ご
と
き
老
梅
の
枝
に
円
ら
な
蕾
の
見
ゆ
る	

小

　坂

　け
い
子

ペ
ー
ジ
操
る
五
色
セ
ッ
ト
の
指
サ
ッ
ク
い
つ
の
ま
に
や
ら
赤
の
み
と
な
る	

塙

　
　
　紀

　子

幾
度
も
蜆
舟
向
き
を
変
え
て
ゆ
く
白
き
波
立
て
夕
映
え
の
な
か	

小

　宅

　
　
　進

く
っ
き
り
と
し
た
朝
空
に
身
を
伸
ば
し
行
き
交
う
人
を
見
守
る
街
路
樹	

大

　森

　
　
　満

今
月
も
締
切
に
追
わ
れ
詠
む
歌
に
不
満
の
あ
れ
ど
折
合
い
つ
け
る	

大

　森

　勝

　代

ト
カ
ゲ
売
る
ブ
ー
ス
の
端
に
コ
ホ
ロ
ギ
の
幾
百
匹
が
蠢
く

　冬
を	

加

　藤

　
　
　要

一
粒
を
十
年
と
し
て
節
分
の
豆
を
食
み
を
り
八
つ
と
一
つ	

草

　野

　
　
　豊

映
像
に
素
朴
さ
に
じ
む
稀
勢
の
里
稽
古
続
け
て
鋼
を
保
て
よ	

川

　上

　恵
美
子

霏ひ

ひ霏
と
降
る
雪
を
見
て
お
り
滑
走
路
の
閉
鎖
を
告
ぐ
る
ロ
ビ
ー
の
窓
に	

池

　田

　美
代
子

文
芸
の
朗
読
を
ラ
ジ
オ
に
聞
き
お
れ
ば
人
身
事
故
の
速
報
入
る	

塙

　
　
　紀

　子

雪
の
な
か
女
子
駅
伝
の
選
手
等
は
燃
え
る
闘
志
に
背
を
押
さ
れ
ゆ
く	

小

　坂

　け
い
子

春
雨
の
音
の
侘
し
き
南
禅
寺
の
庭
の
烟
り
て
松
の
隠
さ
る	

小

　宅

　
　
　進

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。

【俳　句】那珂あせび句会　
一
徹
を
通
せ
し
力
士
梅
咲
け
り	

桜

　井

　筑

　蛙

床
の
間
の
室
咲
き
桜
華
や
げ
り	

藤

　岡

　み
ち
子

奉
納
の
大
羽
子
板
や
巫
女
の
舞	

筒

　井

　か
よ
子

豆
の
殻
茄
子
殻
も
焼
べ
飾
り
焚
く	

浅

　野

　と
し
子

節
分
会
可
愛
い
園
児
の
鬼
数
多	

松

　井

　節

　子

肌
に
戯
む
る
風
花
の
露
天
風
呂	

高

　畠

　久
美
子

厳
か
に
神
が
着
替
へ
て
お
正
月	

小

　澤

　佐

　代

新
年
会
身
内
増
え
つ
つ
三
十
年	

海

　野

　美
恵
子

行
く
雲
に
合
わ
せ
た
な
び
く
野
焼
き
か
な	

江

　幡

　澄

　夫

風
邪
に
臥
し
を
り
差
入
れ
の
娘
の
料
理	

雨

　宮

　文

　枝

し
っ
か
り
と
生
き
て
る
証
青
木
の
実	

高

　野

　祝

　子

や
は
ら
か
き
光
の
中
に
春
立
て
り	

宇
佐
美

　和

　子

今
ま
さ
に
芽
吹
か
ん
木
々
の
深
呼
吸	

大

　森

　
　
　滿

立
春
の
雨
に
大
地
の
静
も
れ
り	

飯

　島

　京

　子
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ひじきと野菜のハンバーグの卵あんかけ
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レ
シ
ピ
は
28
ペ
ー
ジ
に
掲
載

表
紙
の
裏

側

さ
や
さ
　や

　　

ささささささささささささささささささささささ
ややや
わわ
ややや
わ
ややや
わ

　
か

は
じ
め
て
の
た
ん
じ
よ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
家
族
か
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の
メ
ッ
セ
ー
ジ

やややややややややややややややややややややや
かかかかか
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ささささ
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さ
ん
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「
礼
」
を
大
切
に

綿
引　

真
菜
さ
ん
（
20
歳
）

　

私
は
今
、
常
陸
大
宮
市
の
小
学
校
で
働
い
て

い
ま
す
。今
月
で
社
会
人
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た
職
業
に

就
く
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
胸
に
、
去
年
の
４

月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
仕

事
が
多
岐
に
わ
た
り
、
毎
日
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
教
え
て
く
れ
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
か
た
が
た
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
つ
も
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
職
場
へ
来
ら
れ
た
お
客
さ
ま

の
対
応
を
し
て
い
た
ら
、「
お
辞
儀
が
き
れ
い

　

瓜
連

[12 か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。]

で
す
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
仕
事
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
褒
め
て
も
ら
え
た

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
高
校
生
の
と
き
、
な
ぎ
な
た
部
と
い

う
武
道
の
部
活
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
の

稽
古
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
い
つ
も

「
礼
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
3
年

間
ず
っ
と
大
切
に
続
け
て
き
た
も
の
が
今
に
結

び
つ
い
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
さ
ら
に
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　このたびオープンした「いぃ那珂暮らし」ポー
タルサイト用の画像撮影の際のひとコマです。
先生と遊ぶお子さんの笑顔がとてもほっこりし
ますね♪ポータルサイトでは、那珂市でのびの
び暮らす皆さんのインタビューや、発足したば
かりの「いぃ那珂暮らし応援団」の団員おすす
めスポットなどの情報が続々アップされていま
す。ぜひご覧ください。
http://www.city.naka.lg.jp/page/dir003555.html

印刷／株式会社あけぼの印刷社

生まれ

生まれ

田所駿
しゅんや

弥くん
２/23

父・昭洋さん　母・真奈美さん（額田東郷）

これからも
元気に大きく育ってね!!

生まれ

生まれ

小島圭
けいすけ

裕くん
２/14

父・一樹さん　母・悦子さん（菅谷）

元気にすくすく成長してね！

生まれ

生まれ

谷田部柚
ゆ づ き

月くん
２/２

父・博之さん　母・かおりさん（額田南郷）

元気に大きくなってね。


